
京都市内遺跡立会調査報告

平成20年度

2009年3月

京 都 市文化市 民 局



ゾ
」 あ いさつ

昨年は，源氏物語千年紀という記念すべき年を迎え，京都をはじめ，日本各地

で記念の催しが開かれました。物語は都を舞台として繰り広げられていますが，

この都こそ，桓武天皇によって，延暦13年（794）に建都された平安京であ

り，現在の京都の原点といえるものです。京都は，その後政治，宗教，経済，文

化の中心として，数多くの文化財を現在に伝えています。地中に眠る埋蔵文化財

も，先人が残した貴重な足跡であり，遷都以前からの歴史を今に伝える国民共有

の財産であります。これらの文化財を適切に後世に伝えるのは我々の責務であり，

｢保存」と「開発」の調和を図りながら，埋蔵文化財の保存と保護，更にはその

活用に取り組んでおります。

この度，平成20年度に本市が文化庁の国庫補助を得て実施した埋蔵文化財調

査成果をまとめた報告書を作成致しました。この報告書が，京都の歴史と文化財

への理解を深めるために，広く御活用いただければ望外の喜びであります。

結びに，各調査の実施に当たって，御理解，御協力を賜りました市民の皆様と，

御指導を賜りました関係機関の皆様に深く御礼申し上げます。

平成21年3月

土
ロ文化市民局長山岸 和
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本書は、京都市文化市民局が財団法人京都市埋蔵文化財研究所に委託して実施した文化庁国

庫補助事業による平成20年度の京都市内遺跡立会調査報告である。

本書の編集はト田健司、吉本健吾が調整・作成・実務を担当した。

各報告については文末に執筆者を記した。

本書に使用した写真の撮影は、遺物は村井伸也・幸明綾子が担当し、遺構は現場担当者が行

った。

本書で使用した土壌名は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修の『新版標準士色帖』に

準じた。

個々の調査地での計測値は、宅地の場合は仮の「水準点」をBM±Omとし、道路の場合には

現行道路面を地表面（士0m)としている。本書中で使用した方位及び座標の数値は、世界

測地系平面直角座標系Ⅵによる。また、標高はT.P.(東京湾平均海面高度）による。

調査一覧表では各時代の「時代」は省略しており、調査日については簡略に記しているもの

もある。遺跡名は平安宮・平安京跡については重複する遺跡は省略し、官衙・条坊を優先し

て明記し、官衙・条坊が複数にまたがるものは代表するものを掲載した。長岡京跡について

は、官衙・条坊を優先し、複数にまたがるものは代表するものを掲載した。

本書で使用した地図は京都市発行の都市計画基本図（縮尺1／2,500）を調整し、作成したも

のである。なお図版に使用した地図の縮尺は以下のとおりである。

図版1～131／8,000 図版14～261/10,000
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I調査概要

本書は京都市文化市民局が（財）京都市埋蔵文化財研究所へ委託して実施した、文化庁国庫補

助事業に伴う平成20年度の京都市内遺跡立会調査報告書である。本報告書では平成20年1月4日

から3月31日までの平成19年度分と、平成20年4月1日から12月26日までの平成20年度分を合

わせて報告する。調査件数は429件であり、平成19年度分が113件、平成20年度分が316件である。

京都市内を便宜的に地区分けした調査件数は、下表のとおりである（表1）。

地区 19年度1～3月 20年度4～12月 小計 地区 19年度1～3月 20年度4～12月 小計

平安宮(HQ) 11 44 55 洛東地区(RT) 9 14 23

平安京左京(HL) 22 72 94 鳥羽地区(TB) 2 17 19

平安京右京(HR) 14 42 56 伏見・醍醐地区(FD) 10 24 34

洛北地区(RH) 15 29 44 長岡京地区(NG) 10 8 18

太秦地区(UZ) 7 23 30 南桂川地区(MK) 7 24 31

北白川地区(KS) 6 19 25 京北地区(UK) 0 0 0

合計 113 316 429

今回の特徴として、立会の総件数（429件）に占める平安京域(HQ・HL・HR)の件数(205

件）が初めて半数を割ったことがあげられる。平安京域は京都市の中心部にあたり、また全域が

遺跡範囲であるところから、常に平安京域の3地区で他の9地区の合計件数を上回っていた（平

成11年度には、実に平安京域の件数が全体の7割以上を占める)。以下各地区の概要を述べる。

平安宮(HQ)宮域では、今回は概要の報告を行うような成果は得られなかったが、縫殿寮

(08HQ153)と陰陽寮(08HQ163)で平安時代の包含層を検出した。

平安京左京(HL)左京域では、一条四坊二町(07HL401)、一条四坊十町(07HL301)と八

条三坊一町(08HL164)の3件の概要を報告する｡また、主要な出土遺物として三条三坊八町

(08HL174)で出土した遺物を報告する。他に平安時代の遺構は三条二坊二町(08HL8)、五条

二坊十三町(08HL70)、五条三坊十五町(08HL229)の他2箇所で検出した。五条二坊十町

(07HL372)と五条二坊十一町(08HL268)では、油小路の路面を検出している。

平安京右京(HR)右京域では、北辺二坊七町(08HR122)、三条一坊十六町(07HR407)と

八条二坊十六町(08HR263)の3件の概要を報告する。また、主要な出土遺物として九条一坊四

町(08HR69)で出土した遺物を報告する。他に平安時代の遺構は北辺二坊七町(08HR115)、四

条二坊九町(08HR171)と五条二坊五町(08HR34)で検出している。

洛北地区(RH)蟹ヶ坂瓦窯跡、角社瓦窯跡、本山古墳群、八幡古墳群、南ノ庄田瓦窯跡、植

物園北遺跡、大徳寺旧境内、御土居跡、北山蓮台寺境内、紫野斎院跡、北野鳥居前町遺跡、北野

遺跡、北野廃寺、世尊寺跡、上京遺跡、寺ノ内旧域、相国寺旧境内、上御霊遺跡、革堂跡、室町
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殿跡（花の御所)、公家町遺跡、寺町|日域の22箇所の遺跡で調査を行った。植物園北遺跡では

(07RH365)で古墳時代の包含層、(07RH408)で弥生時代から古墳時代の遺構を検出した。上

京遺跡(07RH359)では平安時代後期のピットと鎌倉時代の落込を検出している。

太秦地区(UZ)史跡大覚寺御所跡、嵯峨院跡、嵯峨遺跡、嵯峨北堀町遺跡、音戸山古墳群、

名勝龍安寺庭園、仁和寺院家跡、太秦馬塚町遺跡、常盤柏ノ木古墳群、草木町遺跡、常盤東ノ町

古墳群、村ノ内町遺跡、一ノ井遣跡、和泉式部町遺跡、常盤仲之町遺跡、広隆寺旧境内、上ノ段

町遺跡、多藪町遺跡、門田町遺跡、長福寺境内の20箇所の遺跡で調査を行った。史跡大覚寺御所

跡(08UZ111)で平安時代前期の包含層を検出した。仁和寺院家跡(08UZ246)では平安時代後

期の包含層を検出している。

北白川地区(KS)修学院遺跡、一乗寺向畑町遺跡、向畑古墳、田中構え跡、上終町遺跡、北

白川廃寺、吉田二本松町遺跡、吉田上大路町遺跡、岡崎遺跡、得長寿院跡、尊勝寺跡、延勝寺跡、

法勝寺跡、白河街区跡、禅林寺境内の15箇所の遺跡で調査を行ったが、概要の報告を行うような

成果は得られなかった。

洛東地区(RT)法興院跡、御土居跡、寺町旧域、六波羅蜜寺境内、六波羅政庁跡、法住寺殿

跡、方広寺跡、山科本願寺跡、山科本願寺南殿跡、中臣遺跡、中臣十三塚、勧修寺旧境内、大宅

廃寺、大宅遺跡の14箇所の遺跡で調査を行ったが、概要の報告を行うような成果は得られなかっ

た。

鳥羽地区(TB)唐橋遺跡、烏羽離宮跡、鳥羽遺跡、下烏羽遺跡、下三栖遺跡、淀城跡の6箇

所の遺跡で調査を行ったが、概要報告を行うような成果は得られなかった。

伏見・醍醐地区(FD)法性寺跡、極楽寺跡、深草坊町遺跡、安楽行院跡、深草寺跡、板橋廃

寺、御香宮廃寺、伏見城跡、桃山古墳群（永井久太郎古墳)、太閤堤、がんぜんどう廃寺、醍醐古

墳群、史跡醍醐寺境内の13箇所の遺跡で調査を行ったが、概要の報告を行うような成果は得られ

なかった。

長岡京地区(NG)長岡京跡、戌亥遺跡、鶏冠井遣跡、東士川遺跡、芝ケ本遺跡の5箇所の遺

跡と、南桂川地区であるが同一工事主体で長岡京地区として扱った中久世遺跡、下久世構跡、下

久世城跡、大藪遺跡の4箇所の遺跡の合計9箇所の遺跡で調査を行った。左京二条四坊七町（08

NG65．150)と左京八条四坊三町(07NG87)の概要を報告する。左京六条四坊五町(08NG

212）では弥生時代後期の落込を検出した。左京四条四坊五町(08NG114)では奈良時代から平

安時代の南北溝を検出している。

南桂川地区(MK)史跡・名勝嵐山、嵐山谷ケ辻子町遺跡、松尾十三塚古墳群、松室遺跡、革

嶋館跡、上久世遺跡、中久世遺跡、大藪遺跡、福西古墳群、大原野神社遺跡の10箇所の遺跡で調

査を行った。上久世遺跡(08MK276)では弥生時代後期から古墳時代の湿地状堆積と奈良時代の

南北溝を検出したので報告する。中久世遺跡(07MK339)では弥生時代の土坑、平安時代の包含

層を検出した。上久世遺跡(08MK240)では平安時代の包含層を検出した。

京北地区(UK)今年度は調査を行わなかった。（吉本健吾）
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Ⅱ平安京跡

l平安京左京一条四坊二町・公家町遺跡(07HL401)

調査経過（図4）

本調査は、上京区御苑3番地にある京

都御苑内の雨水配水管改修工事に伴う調

査である。調査地は平安京の北東部、江

戸時代の公家町遺跡にあたる。

調査は、2月28日から3月28日まで行

い、江戸時代後期の庭石と考えられる石

群、石列、路面などを検出した。

遺構（図1～3．5～10）

庭石と考えられる石群を検出したNo.1

地点は京都御所建礼門の南方約200m、白

雲神社東方約48mに位置する。3月3日

に工事業者から工事中に巨石（石1)が

出土し、確認して欲しいとの連絡が入り、

急ぎ現地に出向き確認調査を実施した。

出土した石1は確認調査時にはすでに工

事業者の手により掘り起こされており、

北側数十mの所に移動していた。石1が

出土した場所は、掘り起こした状態のま

まで開口していた。観察したところ、西

側の掘削断面において江戸時代後期の面

で石2を検出した。その後、石lを原位

置に戻す作業時に、一部南側を掘削した

ところ石1の南側で、石3を検出した。

層序は、BM-0．2mまでが現代盛土

層、-0.2m～-0.6mが暗褐色砂泥層、-

0.6m以下-0.96mまで褐色砂泥層（江戸

時代後期土師器皿出土）である。

調査で検出した石群は石2と石3があ

り、他に検出の契機になった工事掘削時
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に出土し、原位置から移動した

石1がある。石2．3は上面が

平らな状態になるように据えら

れていた。石1を原位置に戻し

た状態で復元すると東西1．96

m、南北0.70m、厚さ0.96mを

測る。石2は南北1.1m、東西

0.08m以上、厚さ0.39m。石3

の大きさは東西1.32m、南北

／白雲神
、柵より
BM

社東側

47.95m
10YR3/4暗褐色砂泥（炭混）

7.5Y4/4褐色砂泥（焼土・炭混）

10YR3/4暗褐色砂泥（炭混）

１
２
３

南壁
現代盛土／3

｣

/ 」
B！

BM-!om(r,
（今
＞

(．

－
１２

2

、
、

～

2

0 1m

－BM－2．0m

図5石3断面図(1:40)
0.62m以上､厚さ0.61mを測る。

石質は全てチャート質である。

なお、原位置から移動した石1は、環境省京

都事務所と工事業者により極力原位置に近い状

態に戻され、現在は覆土され路面下にある。図

2の石1の位置は、原位置に戻した状態の図で

ある。

石列と路面を検出したNo.2地点は、堺町御門

北方約30mに位置する。

層序は、BM-0.12mまでが現代盛土層、－

0.12m～－0．44mがにぶい黄褐色砂泥層、-

0.44m～－0.72mが褐色砂泥層、－0．72m～-

1.08mがにぶい黄褐色砂泥層、-1.08m以下黄褐

色細砂層（江戸時代染付椀・土製鈴・施釉陶器

急須蓋・小菊瓦出土）となる。

’

｢＝
「

｜
戸
旦

20m－０
［

図6NO2地点遺構位置図(1:500)

今回の調査で検出した石列は2石あり、いずれも長辺が0.36mから0.4m以上、短片0.2m、厚

さ0.16m以上ある。石列は西壁

獅
AA1

、/－一一一

束面し、北に対しやや西に現代盛土=二一堺町御門西側建物
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－ﾌ「る層は細砂層であるが、非、2
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北東角より20.70m

常に堅くしまっており､路、河_L
面と考えられる。しかしな4-BM-1.0m

がら、工事掘削深がこの深110YR4/3にぶい黄褐色砂泥(炭混）
210YR4/4褐色砂泥（炭・巾10cm礫混）

さまでなので、石列以下の310YR5/4にぶい黄褐色砂泥（炭混)0
42．5Y5/4黄褐色細砂（固く締まる)|,,,,,

断面観察などは行えず下部

図7石列平面及び断面図（1
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図8石1(取上時）

ができなかった。

まとめ

No.1地点は、江戸時代の遺構の検出のみにと

どまり、平安時代の遺構は検出できなかった。

ここは江戸時代中期から幕末までのおもな絵
註l

図によると「院御所中宮御所｣、「新院様新

女院様右御殿｣、「東山院御旧地｣、「有栖川

宮邸」と記載された場所にあたり、皇族関係の

邸宅があったとされている。検出した石はそれ

に関連するものと考えられる。石の規模や据え

方などから庭石であった可能性が高い。
註l

No.2地点で検出した石列と路面は、寛保年間の地図では、堺町通の西側に位置しており、堺町

通と西築地の遺構の一部であると考えたいが、この石列が北に対して西への振りを持っているの

で、別遺構の可能性もある。今後近隣の調査成果の蓄積に期待したい。

（ト田健司）

註1 「新板増補京絵図新地入宝永六(1709)年」「増補再板京大絵図乾坤二舗寛保元(1741)年」

｢天明六年京都洛中洛外絵図天明六(1786)年」「改正京町御絵図細見大成慶応四（1868）年」

『慶長昭和京都地図集成-1611(慶長16)年～1940(昭和15)年」柏書房1994年

図9石2（東から） 図10石列（東から）

－6－



2平安京左京一条四坊十町・公家町遺跡(07HL301)

調査経過（図11）

上京区京都御苑2番地の大宮・仙洞御所にお

ける赤外線警報装置等改修工事に伴う立会調査

である。調査地は大宮・仙洞御所の外壁部分

14箇所、平安京の条坊では左京一条四坊十・

十一・十四・十六町と東京極大路上に位置し、

近世以降では禁裏とその周辺に公家の邸宅が配

置される公家町遺跡の仙洞御所部分にあたる。

調査は2007年11月19日から2008年1月8日

まで行い、調査の結果、No.1地点で石組の東西

溝を検出した。

遺構（図12～16）

石組の東西溝は、No.1地点の地表下-0.18m

の現代盛土直下の工事掘削断面で検出した。溝

内幅は約0.5m，深さ0.16mを測る。

側壁の石は南側で一段を確認したが、北側は：

南側の石は幅0.18m、高さ0.32mで溝側と上直

図ll調査位置図(1:5,000)

側壁の石は南側で一段を確認したが、北側は抜き取られている。

南側の石は幅0.18m、高さ0.32mで溝側と上面は平坦である。石

は原位置を保っているが外へやや傾いている。北側の抜き取り部

分は幅0.3m、深さ0.3mを測り、南側の石と同程度の石が据わっ

ていたと考えられる。溝底部にも幅0.33m、高さ0.08mの平たい

石を据えている。底部の石と側壁の石との間には漆喰を入れ補強

を行っている。また溝の下層には、両壁の下部まで包み込むよう

に幅0.8m、厚さ0.15mで漏水防止用とみられるにぶい黄榿色粘

土を敷いている。

まとめ

今回検出した東西溝の西へ約3mの地点には、大宮・仙洞御所

の築地塀と南北築地側溝がある。築地側溝と東西溝の延長がクロ

スする部分の築地側溝が約0.3m程幅広くなり、溝底も一段下っ

ており、枡状の配水施設があったと考えられる。この地点に現在

は築地側溝から東へ延びる構造物などの痕跡はないが、東西溝が

その地点に繋がっていたと考えられる。因に東西溝検出地点の約

1.5m南に現在の東西溝がある。

更に東西溝検出地点の東へ約17m離れた地点で1999年に上水
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図12遺構位置図（1：100）

東壁東西溝より北へ1m
A．

､/一当學－－－0m

現代盛土

A

－0．5m

漆喰3石漆喰
01m

llllll

17.5Y4/3暗オリーブ色砂泥

210YR4/2灰黄褐色砂泥

310YR4/3にぶい黄褐色砂泥

410YR7/4にぶい黄榿色粘土

510YR3/3暗褐色砂泥

610YR4/3にぶい黄褐色砂泥

図13遺構断面図（1：40）
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註l

道埋設管工事に伴う立会調査(99HL

125)で同じく東西溝を検出している。

石組で漆喰を使い溝の内幅0.5m、深さ

0.3mとほぼ同じ構造をしており、今回

検出した東西溝の延長と考えられる。

検出した東西溝の南に現存する東西

溝は大宮御所と仙洞御所の境界にあた

り、1999年立会調査時には溝の南側に

一部仕切塀も存在していた。しかし、

仙洞御所の寛政期造営の御指図によれ

ば、この付近は建物部分にあたり、境

界が初見される安政期造営か、それ以

後の境界に伴う溝と考えられる。

（吉本健吾）

東壁
A，

、／、／－0m

A

1()YR3/2黒褐色泥砂（礫混）

7.5Y3/2黒褐色泥砂（礫混）

10YR7/2にぶい黄榿色

+10YR5/6黄褐色粘土

１
２
３

一

7

2
-0.5m

0
3漆喰

1m

図1499HL125東西溝断面図(1:40)

図15東西溝と枡状配水施設（北から）

註1吉本健吾「Ⅱ－1平安京左京北辺四坊二町、一条三坊十六町、四坊一・九・十・十一・十四町」

『京都市内遺跡立会調査概報平成1l年度』京都市文化市民局2000年
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S平安京左京八条三坊一町(OSHL164)

調査経過（図17）

下京区木津屋橋通新町西入東塩小路町597-

3，597の一部の共同住宅建築工事に伴う調査

である。調査地は平安京左京八条三坊一町の南

端に推定される。
註1

左京八条三坊一町では、1995年の立会調査で

平安時代末期から鎌倉時代の整地層、1999年の
註2

立会調査で平安時代の包含層、2000年の立会調
註3

査で平安時代後期の落込等を検出している。

調査は、2008年8月18日から25日まで行い、

平安時代前期の地鎮遺構と時期不明の井戸など

を検出した。

遺構（図18～20．22．23）

地鎮遺構を検出したNO1地点の層序は、BM-

0.6mまでは現代盛土層、-0.6mから-0.83mま

では近世以降の遺物包含層が2層、-0.83mか

ら-1.01mまでは堅く締まった細砂が2層あ

り､-1.01m以下がにぶい褐色細砂の地山となる。

平安時代の遺物を含む落込は-0.83mの堅く締ま

った細砂を切って幅0.4m以上､深さ0.41mある。
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図17調査位置図（1：5,000）
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地鎮遺構は地山面で検出し、幅0.7m以上、深fF-戸弓

図18遺構位置図（1：250）
さ0.28m以上を測る円形土坑に土器類が据えら

れたものである。一部西側が前述した落込に切られている。土坑内には士坑の大きさに合わせる

ように、須恵器大甕の底部から体部の破片を直径約63cm、深さ23.0cmの円盤状に成形したものを

敷物に使い、その上に地鎮具として完形の土師器皿2点、土師器杯、須恵器壷、須恵器瓶子がそ

れぞれ一点据えられていた。他には土師器と須恵器の破片が数十点出土したが、埋土からのもの

であり、地鎮具として供されたものではないと考えられる。土師器皿2点、土師器杯は据えられ

た際の状態を保っていると考えられるが、須恵器壷と須恵器瓶子は内方に転倒した状態になって

いる。須恵器壷の底部が土師器皿の上にあることから、原位置で転倒したとは考えにくく、原位

置を保っているかは不明である。

なお、通常地鎮具の皿や壷に銭貸などを納める場合があるが、今回出土した土器類に伴って銭

貸などの出土はなかった。

井戸を検出したNO2地点は、BM-0.91mまでは現代盛土層、-0.91mから-1.45mまでが近世以

－9－
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降の遺物包含層、-1.45m以下

が褐色砂礫となる。井戸は褐色

砂礫層上面で検出した。

井戸は南北幅1.3m、検出面か

ら深さ0.71mを測る。工事掘削

の東壁断面で検出したので東西

幅や平面の形状は不明である

が、井戸枠と考えられる幅0.4m

の縦板を掘削断面とほぼ平行に

確認しており、直線的な形状が

推測できることから方形である

と考えられる。この井戸からは

遺物を検出することができず時

期を特定することはできなかっ

た。

遺物（図版27,図21）

報告する遺物はすべて地鎮遺

構から出土したものである。

土師器杯（1）はほぼ完形で

ある。口径は12.7cm，器高3.1

cmを測る。口縁部の内外面のみ

をナデ調整、それ以外は指オサ

エで整形する。胎土は精良、焼

成はやや甘く、色調は浅黄榿色

(10YR8/3)である。

5。内面はナデ、外面はヘラケズ

レ》黄榿色(10YR7/3)である。

6．内面はナデ、外面はヘラケズ

にぶい黄榿色(10YR7/3)であ

’
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0 1m
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7.5YR4/2灰褐色砂泥（炭・焼土混）

7.5YR3/2黒褐色砂泥（炭混）

7.5YR3/3暗褐色砂泥（礫・炭混）

7.5YR5/4にぶい褐色細砂（固く締まる）

10YR4/2灰黄褐色細砂（炭混、固く締まる）

7.5YR4/2灰褐色細砂

7.5YR5/3にぶい褐色細砂

7.5YR5/4にぶい褐色細砂（礫混、地山）

7.5YR5/6明褐色細砂（礫混、地山）

図19NQ1地点平面及び断面図(1:20)
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土師器Ⅱ（2）は完形である。口径は14.1cm，器高2.9cmを測る。内面はナデ、外面はヘラケズ

リで整形している。胎土は砂粒を含み、焼成は良好、色調はにぶい黄榿色(10YR7/3)である。

土師器皿（3）も完形である。口径は15.3cm，器高2.4cmを測る。内面はナデ、外面はヘラケズ

リで整形している。胎土は雲母を含み精良、焼成は良好、色調はにぶい黄榿色(10YR7/3)であ

る。

須恵器壷（4）は完形である。口径は7.0cm，器高17.5cmを測る。外面全体に回転ヨコナデがみ

られ、底部には糸切り痕がある。一部口縁に自然釉が認められる。胎土は砂粒を含み、焼成は良

好、色調は灰色(N5/0)である。

須恵器瓶子（5）は完形である。口径は3.45cm，器高10.0cmを測る。外面全体に回転ヨコナデ

がみられ、底部には糸切り痕がある。胎土は精良、焼成は良好、色調は灰色(N4/0)である。
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須恵器甕（図版27－6）は底部とその付近を

円板状の形状に成形し敷物にしたと考えられる

ものである。残存最長径は63.0m、厚さ1.1伽か

ら1.6cmを測る。一部は平安時代の落込と今回の

掘削工事によって破損している。外面に格子目

タタキ、内面に青海波の当具痕跡が全体にみら

れる。胎士は2Ⅲから3Ⅲ大の小石を含む、焼

成は良好、色調は緑灰色(5G5/1)である。

まとめ

今回検出した地鎮遺構の上層には、厚さ19cm

の堅く締まった細砂が2層認められ、これらの

層は整地層ではないかと考えられる。これらの

層からは遺物の検出ができなかったので、確定

はできないが、地鎮はこの整地に伴うものと考

えることができる。

今回検出した地点は、四行八門の区画ライン

には該当しないが、ただ地鎮遺構は宅地の境界
註4

の付近から検出する例が多く認められるので、

西三行北八門を東西に2分する区画があったと

仮定すれば、そのラインから東へ約2rnの地点

にあたる。

今回の遺構は、地鎮具である土師器や須恵器

を埋納するにあたり、その下に須恵器甕の破片

を敷くもので、これまでに検出例の無い遺構で

ある。

（吉本健吾）

3.0m

BMOm

BM-1.0m

BM－2．0m

o 1m

10Y3/2オリーブ黒色砂泥（礫混）-
10Y3/2オリーブ黒色砂泥（礫多量混、井戸埋土）
10Y3/1オリーブ黒色砂泥（礫混、井戸埋土）

10YR4/2オリーブ灰色微砂（井戸埋土）

10YR4/6褐色砂礫
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５

図20NO2地点断面図(1:40)

I

鶴’

."－雲彗。
図21出土土器実測図（1：4）

「一覧表」『京都市内遺跡立会調査概報平成7年度』京都市文化市民局1996年

「一覧表」『京都市内遺跡立会調査概報平成11年度』京都市文化市民局2000年

「一覧表」『京都市内遺跡立会調査概報平成12年度』京都市文化市民局2001年

久世康博「京都市域における埋納（祭祀）遺構の集成」『研究紀要第5号』（財）京都市埋蔵文化

財研究所1999年
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照
図22地鎮遺構（北から）
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4平安京右京北辺二坊七町(O8HR122)

調査経過（図24）

北区大将軍西町163,166番地の診療所建築工

事に伴う調査である。調査地の西側は平安京左

京北辺二坊七町の東部に推定され、また調査地

の東側は野寺小路にあたっている。
註1

調査地の南側では1994年の立会調査で平安時

代前期の野寺小路の路面、両側溝、井戸、土坑

などを検出しており、平安時代の遺構の残存状

態が良い地点である。特に調査地は野寺小路の

延長部にあたり、遺構の検出が期待された。

調査は2008年7月17日から10月16日まで行

い、平安時代中期の井戸を検出した。

遺構（図版29,図25～27．29）

調査地の大半は旧建物の基礎で撹乱を受け遺

構は残存していなかった。遺構が検出できたの

は、建物が建っていなかった南西部のみであっ

た。井戸はこの地点で検出した。

調査地の基本層序はBM+0.17mから-0.35m

までが現代盛土層、-0.35mから-0.6mまでが時

期不明の包含層、-0.6mから-0.71mまでが平安

時代中期の包含層、-0.71m以下がにぶい黄榿色

粘土の地山となる。井戸はこの地山を切って成

立している。

井戸の平面形状はほぼ方形を呈し、掘形を含

めた幅は南北約1.7m、東西2.07m、深さ1.12m

を測る。井戸材は認められなかったが、一部井

図24調査位置図（1：5,000）
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図25遺構位置図（1：400）
戸材があったであろうと思われる場所で層の違

いを確認でき、木組であったと考えられる。埋土は井戸内、底部、掘形の3層に分層できるが、

包含する遺物はほぼ時期差のない平安時代中期のものである。

今回の調査で期待されていた野寺小路に関連する遺構は、残念ながら旧建物の基礎による撹乱

で検出することはできなかった。

遺物（図版27,図28）

報告する遺物はすべて井戸から出土したものである。
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10YR4/2灰黄褐色砂泥

10YR2/1黒色砂泥
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810YR5/2灰黄褐色粘土（地山）

910YR7/2にぶい黄榿色砂粘土（地山）

1010YR7/2にぶい黄榿色砂礫（地山）

迂剖

0 3m
一一一

図26潰構平面図（1：100） 図27遺構断面図（1：40）

土師器Ⅱ（7）は半分以上残る破片である。口径は14.4cm、器高1.7cmを測る。胎土は砂粒を含

み、焼成はやや甘く、色調は榿色(7.5YR6/6)である。4層から出土。

土師器杯（8）はほぼ完形である。口径は13.6cm、器高3.2cmを測る。胎土は1～2大の石粒を

含み、焼成はやや甘く、色調は浅黄色(2.5Y7/4)である。4層から出土。

土師器杯（9）は口縁から底部にかけて6分の1程残存する破片である。推定口径は14.2cm、

器高3.0cmを測る。胎土は精良、焼成は良好、色調はにぶい黄色(2.5Y4/6)である。5層から出

土。

土師器杯（10）は半分以上残る破片である。口径は16.0cm、器高3.0cmを測る。胎土は砂粒を含

む、焼成は良好、色調はにぶい黄榿色(2.5Y6/4)である。4層から出土。

土師器甕（11）は口縁から胴部にかけての破片である。推定口径は15.35cmを測る。外面は肩

部から口縁にかけてタテ方向のハケ成形の後、ヨコナデを施す。胴部にはナナメ方向のハケメを

施す。内面は胴部にカキメを施し、肩部から口縁はヨコナデである。胎土は砂粒を含み、焼成は

良好、色調はにぶい黄榿色(10YR6/3)である。4層から出土。

土師器甕（12）は口縁部のみの破片である。口縁外面はタテ方向のハケ成形の後、ヨコナデを

施す。内面はヨコ方向のハケ成形の後、ヨコナデを施している。胎土は砂粒を多く含み、焼成は

良好、色調はにぶい榿色(7.5YR7/3)である。4層から出土。

黒色土器皿（13）はA類のほぼ完形品である。内面にはヘラミガキが施され、暗文がみられる。

高台は貼付けである。口径は14.0cm，器高2.65cmを測る。胎土は砂粒を含み、焼成はやや甘く、

色調は外面が黒色(2.5Y2/1)、内面がにぶい榿色(7.5YR6/4)である。4層から出土。

須恵器皿（14）は口縁から底部にかけて5分の1程残存する破片である。推定口径は16.3cm、

器高2.5cmを測る。胎土は砂粒を含み、焼成は甘く、色調は緑灰色(5G6/1)である。4層から出

土。
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図28出土遺物実測図（1：4）

須恵器杯（15）は口縁から底部にかけて4分の1程残存する破片である。推定口径は13.1cm、

器高3.8cmを測る。胎土は砂粒を含み、焼成は甘く、色調は灰白色(10YR8/2)である。4層か

ら出土。

須恵器壷（16）は頚部のみの破片である。口径は10.25cmを測る。胎土は砂粒を含み、焼成は

良好、色調は紫灰色(5RP5/1)である。

須恵器壷（17）は頚部から肩部にかけての破片である。口径は12.4cmを測る。胎土は砂粒を多

く含み、焼成は良好、色調は緑灰色(10GY6/1)である。

須恵器壷（18）は底部の破片である。外傾する高台を貼付けている。胎土は砂粒を多く含み、

焼成は良好、色調は緑灰色(10GY6/1)である。緑釉陶器であるが調査地南側の1994年の立会調
註1

査で出土した壷に底部が類似している。4層から出土。

須恵器鉢（19）は口縁部のみの破片である。5層から出土。

須恵器瓶子（20）は口縁から底部にかけて3分の1程残存する破片である。推定口径は3.9cm、

器高10.4cmを測る。外面全体に回転ヨコナデがみられ、底部には糸切り痕が確認できる。胎土は

砂粒を含み、焼成はやや甘く、色調は明緑灰色(5G7/1)である。4層から出土。

須恵器瓶子（21）は口縁から胴部にかけての破片である。口径は4.5伽を測る。外面全体に回転

ヨコナデがみらる。胎土は精良、焼成は良好、色調は青灰色(5B6/1)である。5層から出土。

緑釉陶器椀（22）は底部の破片である。磨滅が激しく釉はほとんど残っていない。高台は削り

出しである。胎土は砂粒を含み、焼成は甘く、色調は釉が淡緑灰色、素地が白灰色(10YR8/2)

である。4層から出土。

まとめ

今回は調査地の大半が旧建物の基礎で破壊されていたにも関わらず、平安時代中期の遺物を含

む井戸を1基検出することができた。この井戸は、井戸内埋土の遺物と掘形の遺物に時期差がみ

られず、井戸を造り、廃棄するまでの期間が短かったことが考えられる。また調査地南側の立会
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1ifl

調査では野寺小路西築地推定ライン際に平安時代前期の井戸(SE6)を検出しているが、今回検

出した井戸も築地推定ラインから西へ約3mの地点で検出している。本来なら内溝が施設されて

いる場所と考えられる。南側の立会調査では西側溝とされる溝(SD3)が溝の推定ラインより東

へ約2mの地点で検出されている。また、上述のように今回検出の井戸の位置も同様に1丈程度

のズレがあるともみられ、条坊施工時の施工誤差であることを示唆していると考えられるが、『延

喜式』に記載された規格通りに造られていなかったことも考えられる。今後の周辺の調査に期待

したい。

（吉本健吾）

註1川村雅章・吉村正親・吉本健吾「Ⅱ－5右京北辺二坊七町」『京都市内遺跡立会調査概報平成6

年度』京都市文化観光局1995年

図29井戸完掘状況（南から）
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5平安京右京三条一坊十六町(O7HR407)

調査経過（図30）

本調査は、中京区西ノ京船塚町朱雀公園グラ

ウンド内にある京都地方気象台の風観測装置の

建設に伴う立会調査である。調査対象地は平安

京条坊復元の右京三条一坊十六町に西接する西

大宮大路にあたる。
註1

同敷地北部で実施した1986年の発掘調査で

は、条坊関係の遺構はなく、溝・土坑・落込・

士取穴群などを検出している。

調査は2008年3月4日に行い、敷地の東端北

寄りと北西角の2箇所で観察を行った。調査の

結果、西大宮大路の路面と溝状遺構を検出した。

掘削面積は約20㎡である。

遺構（図31～34）

調査地の基本層序は、NQ1地点ではBM-

0.74mまでが現代盛土層、-0.74mから-0.94m

がオリーブ褐色泥砂層、-0.94mから-1.14mが

中世の遺物を含む褐色泥砂層、-1.14mから-

1.18mが路面層、-1.18m以下、にぶい黄色泥土

の地山となる。

NQ2地点では、BM-0．6mまでが現代盛土

宋太砧

|_堅36年発掘謡
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図30調査位置図（1：5,000）
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図31遺構位置図（1：500）
NQ2地点では、BM-0．6mまでが現代盛土

層、-0.6mから-0.94mが暗褐色砂泥層、-0.94mから-1.17mが遺物を含むにぶい黄褐色砂泥

層、-l.17mから-1.2nlが路面層、-1.2m以下、明黄褐色泥土の地山となる。

路面層はNO1．2の両地点で検出した。路面は厚さ0.03mで直径約0.01mから0.02m大の礫を

多量に敷き詰めている。NQ2地点では西から東へ緩やかな傾斜を持っている。この路面からは鎌

倉時代の常滑の焼締陶器甕が出土している。

溝状遺構はNO2地点の路面の下層で検出した。溝状遺構は南北方向で幅1.02m，深さ0.3mを測

る。埋土は2層に分層することができ、下層から平安時代中期の平瓦が出土した。士坑とも考え

られるが、埋士の上層が泥土で下層が砂礫であるので溝と考えた。

まとめ

今回検出した路面は、出土遺物が少なく明確に時期を特定することはできなかった。1999年に
註2

立会調査で検出した三条大路の路面は須恵器甕の破片や瓦片を敷き詰めていた例があるので、今

回路面から出土した焼締陶器甕などもそうした路面舗装に使用された可能性を持つ。
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llOYR3/4暗褐色砂泥（炭混）

210YR5/3にぶい黄褐色砂泥（炭混） 西大宮大路の調査に期待したい。
310YR5/2灰黄褐色砂泥（礫多量の1～2cm)

410YR5/4にぶい黄褐色泥土
（ト田健司）
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図32遺構断面及び柱状断面図(1:40)埋蔵文化財研究所1989年

註2吉本健吾「Ⅱ－6平安京大路・小路の路面および側溝」『京都市内遺跡立会調査概報平成11年度』

（財）京都市埋蔵文化財研究所2()00年
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6平安京右京八条二坊十六町(OSHR263)

調査経過（図35）

下京区西七条南月読町92－4，92－5における

マンション建築工事に伴う立会調査である。調

査地のほぼ全域が道祖大路に推定され、北側の

一部が七条大路との交差部にあたる。
註’

十六町内では北端と東端の2箇所で発掘調査

が行われ、共に条坊に伴う側溝と路面（平安時

代前期と鎌倉時代）を検出している。

調査は2008年10月27日と28日に行い平安時

代中期の遺物を含む南北方向の溝と考えられる

落込を検出した。

遺構（図36．37．39）

調査地(NO1地点）の基本層序はBM+0.18m

から－0.37mまで現代盛土層、－0.37mから-

0.52mまで耕作土居、-0.52mから-0.66mまで

が時期不明の灰オリーブ色砂泥層、-0.66mが遺

構面となり、遺構の下層は灰オリーブ色砂礫の

地山となる。

遺構は、調査地の東端の工事掘削壁NOl地点

のBM-0.66mで平安時代中期の遺物を含んだ湿

地状堆積を検出した。この地点が道祖大路東築

地推定ラインの西側にあたり、この層と下層の

オリーブ灰色細砂層が道祖大路東側溝ではない

かと考え、工事業者にNO1地点の北1.8mの地点

を東西方向に掘削してもらった。このNO2地点

で平安時代中期の遺物を含んだ湿地状堆積が-

0.62mで幅0.5m以上、深さ-0.41mで東へ落ち

込んでいるのを検出し、東側溝であることを確

認した。またこの溝の肩を形成している層は

調査位置図（1 5,000）図35

轡 99HR
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&…=＝＝…”
築地推定線
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井
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図36遺構位置図（1：500）
2層に分層でき、下層からは平安時代前期の遺

物が出土している。これらの層は平安時代前期の整地層ではないかと考えられる。

調査地の北西隅のNO3地点でも湿地状堆積の落込の東肩を検出した。湿地状堆積はBM-0.94m

で幅1.39m以上、深さ0.25mを測る。遺物は検出できなかった。
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東壁
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北壁
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１
１
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鋤

、／、／、／

BMOm

現代盛土

1
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2
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7.5Y4/2灰オリーブ色砂泥（粘質、耕作土）

7.5Y5/3灰オリーブ色砂泥（粘質）

10Y4/2オリーブ灰色砂泥（粘質、礫・炭混

平安時代中期の遺物含む。側溝埋土）

10Y4/2オリーブ灰色細砂（側溝埋士）

7.5Y5/2灰オリーブ色砂礫（地山）

7.5Y4/2灰オリーブ色砂泥（小礫混、時期不明の遺物含む）

7.5Y4/2灰オリーブ色細砂（礫混、平安時代前期の遺物含む）

10Y3/2オリーブ黒色砂泥（粘質、礫混、道祖川埋土）

10YR4/2灰黄褐色砂泥（礫混、固く締まる）

10YR4/6褐色細砂（地山）

2.5R4/6オリーブ褐色砂礫（地山）

１
２
３

６
７
８
９
ｍ
皿

４
５

図37No.1･2･3地点遺構断面及び柱状断面図(1:40)

遺物（図38）

遺物は、3層から平安時代中期の土師器皿．

甕、灰釉陶器皿・椀、7層から平安時代前期の

土師器甕、黒色土器椀、丸瓦が出土している。

ここでは7層から出土した土師器甕（23）の実

測図を掲載する。

まとめ

1999年に七条佐井の交差点北東角の水道工事
it2

の立会調査で平安時代から鎌倉時代の遺物を含

む湿地状堆積の落込を検出している。今回、NO

3地点で検出した湿地状堆積と同じく道祖大路

東築地ラインより路面側へ約9mに位置し、湿

地状堆積が北へ続いているとみられ、道祖大路

の中央を流れていたとされる道祖川と考えられ

る。（吉本健吾）

n勺

色0

15cm0

図38出土土器実測図(1:4)

図39No.2地点道祖大路東側溝（南から）

吉崎伸「34右京八条二坊（2）」『昭和56年度京都市埋蔵文化財調査概要（発掘調査編)』（財）

京都市埋蔵文化財研究所1983年、北田栄造「Ⅱ右京八条二坊」『平安京跡発掘調査概報』昭和59

年度（財）京都市埋蔵文化財研究所1985年

吉本健吾．竜子正彦「Ⅱ－6平安京大路．小路の路面および側溝」『京都市内遺跡立会調査概報

平成l1年度』（財）京都市文化市民局2000年

註1

言士ワ
ローL臼
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Ⅲその他の遺跡

l長岡京左京二条四坊七町(08NG65．150)

調査経過（図40）

本調査は、南区久世東土川町にある倉庫新築

工事に先立つ擁壁工事に伴う立会調査(08NG

65）と西接する消火栓新設工事に伴う立会調査

(08NG150)であり、隣接するため合わせて報

告する。

倉庫新築工事地は2008年4月30日から5月2

日かけて京都市文化市民局文化財保護課が試掘

調査を行い、二条条間大路の南・北側溝を検出

しており、倉庫部分は発掘調査対象地となり、

敷地境界の擁壁部分は立会調査となった。

調査地の西側には、名神高速道路桂川パーキ

ングエリアがあり、（財)京都府埋蔵文化財調査

研究センター（以下「府」と略称）が1993年か
i注l

ら1997年にかけて発掘調査を行い、長岡京期以

前の流路や、長岡京期の二条条間大路や側溝・

建物・井戸など多数の遺構を検出している。
註2

また、本立会調査後に倉庫部分の発掘調査を

(財)京都市埋蔵文化財研究所（以下「市埋文」

と略称）が行い、長岡京期以前の流路や長岡京

条坊遺構を検出した。

調査は、2008年5月26．27，6月16～18，

8月4日に08NG65を、8月4日に08NG150の

調査を行い、長岡京期以前の溝2条、長岡京期

の溝、時期不明の落込を検出した。

遺構（図41～44）

調査地の層序は、08NG65のNo.1･2地点で

は地表下-0.2mまでが耕作土居、以下-0.8mま

でが褐色泥土層となる。No.3地点では地表下一

||'i
'1

琴='’1，、

＃
－~＝

’｜

茎－－－－"蓼或
､丁､,,､.、

京訓権億文ふ研究所
'2“年発掘調査…一一

’､、

rlE－“1
訓､iI
I||

‐-‐作ﾁ於
一Ⅲ｜

o8NG65

二調査地
，l
lN

lI
１
１

図40調査位置図(1:5,000)

図41No､2地点東西溝（西から）

＜足

図4208NG150落込（西から）

0.7mまでが耕作土層、以下-1.14mまでが明黄褐色泥土層となる。08NG150では、地表下一
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o8NG150

時期不明の落込

敷地北側のライン

M敷地北側のライン

2008年京都市埋蔵文化財
研究所発掘調査2区

流路133、、溝lo

2008年京都市埋蔵文化財
研究所発掘調査2区

流路133、、溝10

ミミミ

7ﾐﾐ諾ご§7ﾐﾐ諾ご§､メミどき
ニニ胸3地点

古墳前期～

奈良後期の溝

ニニ胸3地点

古墳前期～

奈良後期の溝
弥生後期～ｰ

古墳前期の溝一言寺

NQ1地点

N02地点::~可
古墳前期の溝､､〈

弥生後期～ｰ

古墳前期の溝一言寺

NQ1地点

N02地点::~可
古墳前期の溝､､〈

二条条間大路北二条条間大路北側溝

ー一一

古墳時代及び長岡京期の溝・流路の溝・流路

一一

■■~

'''

6、
、、
、、

6、
、、
、、

､|:､、､|:､、

1993年～1997年

京都府発掘調査
2008年京都市埋蔵文化財

研究所発掘調査1区

II

『

＆'’1

O8NG65

100m0

図43本調査及び近辺調査遺構位置図（1：1.000）

0.38mまでが現代盛土層、-0.64mまでが耕作土層、-0.78mまでがにぶい黄褐色砂泥層、-0.78m

以下、黄褐色粘土の地山になる。

遺構はNQ1地点では、耕作士層直下の褐色泥土層を切り込む形で、東西方向の溝を検出した。

規模は、南北幅4.2m、深さ0.48m以上ある。埋土から弥生時代後期から古墳時代後期の遺物が出

土している。NO2地点では、耕作土層直下の褐色泥土層上面で東西方向の溝を検出した。規模は、

南北幅4.1m、深さ0.6m以上ある。埋土から古墳前期の遺物が出土している。NO3地点では、耕

作土直下の明黄褐色泥土層に東西方向の溝を検出した。規模は、南北幅3.04m、深さ0.5m以上あ

る。埋土から古墳時代前期から奈良時代後期の遺物が出土している。08NG150では、南北幅

2.72m以上深さ0.7rnの時期不明の東西方向の溝と考えられる落込の南肩を検出した。

まとめ

今回検出した08NG65のNO1．2地点の溝と08NG150の溝は、北西から南東方向に流れており、

府の調査した際に検出された、幅約10mの弥生時代後期から古墳時代後期の流路の支流の一部と

考えることができる。NO1地点の溝は、市埋文が発掘調査で検出した流路133の続きである。

NO3地点の溝は、奈良時代後期の遺物が含まれており、長岡京に関連する遺構の可能性がある。

この溝は、府の調査と市埋文が発掘調査で検出した二条条間大路北側溝を結ぶライン上にあたり、

－22－
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110YR5/1褐灰色泥土

210YR4/1褐灰色粘土（炭混）

310YR3/1黒褐色粘土

410YR5/2灰黄褐色粘土（炭混）

510YR5/1褐灰色泥土

610YR4/4褐色泥土

710YR5/3にぶい黄褐色泥土

810YR5/6黄褐色泥土，

910YR5/1褐灰色泥土

1010YR4/2灰黄褐色粘土（炭混）

1110YR5/2褐灰色粘土（微砂混）

122.5Y5/3黄褐色泥土

132.5Y5/1黄灰色泥土

142.5Y5/6黄褐色泥土

152.5Y5/1黄灰色粘土

1610YR6/6明黄褐色泥土

1710YR5/3にぶい黄褐色砂泥

182.5GY5/1オリーブ灰色粘土（

08NG150東壁敷地北側より10m敷地北側より8m

、／ 、／ 、／ 、／
0m

現代盛土
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順『戸~~~~~:~~－－－ｱ

ｰーｰーｰー さー一弓手
－－1．0m

182.5GY5/1オリーブ灰色粘土（落込）

1910YR5/6黄褐色粘土（地山）

2010YR4/6褐色粗砂礫（地山）
0 2mL

一

図44遺構断面図（1：40）

同じ溝であると考える。

今回の調査では、隣接する府の発掘調査と市埋文が発掘調査を行った間の部分や市埋文の調査

成果の東側延長部分を一部明確にすることができた。

（ト田健司）

（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター『京都府遺跡調査報告書第28冊』2000年

加納敬二・津々池惣一『長岡京左京二条四坊六・七町跡』（財）京都市埋蔵文化財研究所2009年

１
２
註
註
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2長岡京左京八条四坊三町(O7NG87)

調査経過（図45）

伏見区納所町地先の納所排水樋門改築工事に

伴う立会調査である。工事は洛南十号水路を桂

川に排水する地点の樋門を改築するにあたり、

桂川左岸堤防及び新千本通を縦断掘削するもの

である。当地は長岡京八条四坊三町に位置する。

近辺の発掘調査は、対岸で1989年から1995
註1

年にかけて水垂遺跡発見となった発掘調査が行

われているが、付近では立会調査が数件行われ

ているのみで、明瞭な遺構、遺物は検出されて

いない。

卿

､BLV勺

獺菖跡､＃
l』_式‘‘，

袋 §

電壷3

.淀堀跡汽，喧誌も L＝ご』

図45調査位置図（1：10,000）

診

ひ
3〔

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

調査は2007年6月4日から2008年1月30日

まで行い、時期不明の堤防に伴う石垣と飛烏時

代の竪穴住居杜を検出した。

遺構・遺物（図46～49）

石垣と竪穴住居tl上は、共に桂川左岸堤防及び

新千本通を縦断掘削したA=A間で検出した。

A-A間の基本層序は標高10.0m前後までが現

代盛土層、現代盛土直下から石垣が検出され、

石垣を挟んで北西部（桂川部分）と南東部（陸

部）では堆積層が違う。北西部では7.35mまで

南東から北西方向に傾斜を持つ砂礫と粘土の互

層堆積となる。桂川の氾濫堆積と考えられる。

7.35m以下は黄褐色砂泥の地山となる。南東部

では8.52mまでに2層の堆積層があるが、遺物

では時期の特定はできなかった。8.52mから8.（

リーブ褐色砂泥層、7.45m以下は黄褐色砂泥の：

図46断面図実測地点位置図（1：1,000）
では8.52mまでに2層の堆積層があるが、遺物

では時期の特定はできなかった。8.52mから8.09mで中世の遺物包含層、8.09mから7.45mでオ

リーブ褐色砂泥層、7.45m以下は黄褐色砂泥の地山となる。竪穴住居靴は8.09mのオリーブ褐色

砂泥の上面で検出した。

石垣は標高10.15mから8.54mの間で9段の石積みで北西を面として検出した。各石は高さ15cm

から30cm、奥行き30clllから40cm大のものが使われている。幅は断面での観察なので不明である。

石は上から2段目より下が北西方向に倒れかけいる。裏込は石垣より幅2.0mの厚みを持っており、

埋土は砂泥層で栗石はほとんどみられない。遺物もほとんど検出できず、時期の特定には至らな

かった。
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図48石垣（北東から）

竪穴住居吐は、幅5.18m、深さ0.23mを測る。

南東壁際には幅0.2m,深さ0.08mの壁溝がある。

壁溝上面から床面にかけて幅0.5mの範囲で薄く

炭層が認められる。北西壁には壁溝はなく幅

0.54m，高さ0.23m、厚さ0.1mで斜め方向に竈

の痕跡の一部が認められる。貼り床は認められ

ない。埋土からは飛烏時代（7世紀中頃）の土

師器椀・甕・甑、須恵器杯身の破片が出土して

いる。

まとめ

今回調査した付近は長岡京の範囲内にあたる

が、これまでそれ以前の遺跡の確認はなかった。

検出した竪穴住居吐は飛烏時代のものであり、

この地にこの時代の集落があったことを明確に

した。新たな遺跡の範囲を確定するためにも、

この付近の今後の調査に期待したい。

（吉本健吾）

註1『水垂遺跡長岡京左京六・七条三坊町京都市埋蔵文化財研究所調査報告第17冊』（財）京都市

埋蔵文化財研究所1998年

図49竪穴住居吐（北から）
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3上久世遺跡(OSMK276)

調査経過（図50）

南区久世上久世町350,383-1で行われた共同

住宅建築工事に伴う立会調査である。調査地は

上久世遺跡の南西部分にあたり、調査地の北側
註1註2

では1994年に発掘調査、2007年に立会調査を

行い弥生時代中期から古墳時代の竪穴住居跡な

どを検出している。

調査は2008年7月24日に試掘調査を行い、湿

地状堆積から古墳時代前期（庄内式併行期）の

遺物を検出した。立会調査は2008年11月5日か

卿

砂／/曼睡

蒜婆
鶏｜｜⑨

図50調査位置図（1：5,000）
ら17日まで行い、奈良時代の遺物を含む南北方

向の溝と弥生時代後期から古墳時代前期（布留

式併行期）の遺物を含む湿地状堆積の肩部を検

出した。

遺構（図51～56）

調査地の基本層序は、BM-0.64mまでが現代

盛土層、-0.64mから-0.88mまでが耕作士層、-

0.88mから-1.08mまでが時期不明の包含層、-

1.08mから-1.29mまでが平安時代の包含層、－

1.29mから－1.74mまでが明褐色砂泥層、－

1.74mから－2.04mまでが緑灰色砂泥層、-

2.04m以下が緑灰色砂礫層である。南北方向の

溝と湿地状堆積は-1.29mの明褐色砂泥層の上面

で検出した。なお、明褐色砂泥層以下からは、

遺物は出土していない。

×BM

卿

肺
、

『
、
、
、
、
、
‐
・ 一一

□ロ
020m
－－剴

図51遺構位置図（1：500）
南北方向の溝は調査地南西隅で検出した。工

事掘削南壁(A-B)で溝の横断面を、西壁(B-C)では溝の方向に沿って検出した。またD-D'"

で東肩の延長部を検出している。幅2.65m以上、深さ0.3rnを測る。埋土は大きく2層に分層でき、

上層からは奈良時代の甕が出土している。溝底からは護岸と考えられる杭が、杭跡も含めてA-B

間で3本、B－C間で2本検出した。内1本は径0.1m、長さ0.65m以上を測る。溝の方向はA-BH

とD-D!間で検出した東肩の位置や、B－C間の杭の並びの方向から実際には北北東から南南西の向

きであると考えられる。

湿地状堆積は、試掘調査では肩部など確認できなかったが、立会調査では湿地状堆積の南肩を
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7.5Y4/1灰色砂泥（耕土）

7.5Y5/l灰色砂泥（床土l)

7.5Y5/2灰オリーブ色砂泥（床土2)

7.5Y5/l灰色砂泥（炭・小礫混）

lOYR5/2灰黄褐色砂泥（粘質、炭混、平安の遺物含む）

5GY4/1暗オリーブ灰色細砂（礫混、溝埋土、磁器不明の遺物含む）

7.5GY4/1暗緑灰色泥土（細砂混溝埋土、奈良の遺物含む）

5GY4/4暗オリーブ灰色細砂（溝埋土）

5GY4/1暗オリーブ灰色細砂（微砂混、溝埋土）

7.5YR6/5明褐色砂泥（粘質）

10G5/1緑灰色砂泥（粘質）

lOG5/1緑灰色砂礫
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図52南北溝断面図（1：4()）

E-E!間、F-F間、G－G間の工事掘削断面で検出した。何れの地点も工事掘削によってBM-1.2m

まで削平を受けていたが､平安時代の遺物を含む包含層の下層BM-1.3mで湿地状堆積を検出した。

E-E!間では肩口の部分が上層の落込に切られているが1.56mの長さで0.44m下る傾斜を持ってい

る。埋土は3層に分層することができ、上2層から遺物が出土している。特に上層からはまとま

って多量に遺物が出土している（図56)｡F-F'間は、南肩口から1.3mの長さで0.56m下る傾斜を

図53南北溝と杭（東から）
湿地状堆積の範囲は、工事掘削断面で湿地状
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東壁(E-E'間）東壁(G－G!間）

削平
－BM-1.0m削平 EBM－1．0m Ｅ

一

試
掘
坑

BM－2．0mBM-2.0m－

_~圭一

〕
０ 2m

西壁(F-F|H)
110YR5/2灰黄褐色砂泥

肖'l平（粘質、炭混、平安の遺物含む）
22.5Y4/1黄灰色砂泥

（粘質、炭混、弥生後期～古墳の遺物含む）BM－1．0m

35Y4/1灰色砂泥

（粘質、炭多量混、弥生後期～古墳の遺物含む）
410Y4/2オリーブ灰色砂泥

（粘質、弥生後期～古墳の遺物含む）
510Y4/1灰色砂泥

（粘質、弥生後期～古墳の遺物含む）
62.5GY4/1暗オリーブ灰色泥土

（礫混、弥生後期～古墳の遺物含む）
BM-Z0m716f472オリーブ灰色微砂

（礫混弥生後期～古墳の遺物含む）
87.5Y4/2灰オリーブ色微砂

（礫混、弥生後期～古墳の遺物含む）

97.5Y5/1灰色微砂

図54湿地状堆積肩部断面図（1：40）

堆積の肩口を確認した地点、確認できなかった地点を総合すると、調査地でU字状に肩のライン

が復元でき、北側に広がっていると考えられる。

湿地状堆積の埋士から出土した遺物は、弥生時代後期（畿内第V様式）から古墳時代前期（布

留式併行期）にかけてのものであり、大多数は古墳時代前期（庄内式併行期）に属する。布留式

土器はF-F'間の4層から1点のみ出土している。また、試掘調査で検出した遺物は、E-E間の北

で検出したものである。

遺物（図版28、図57）

遺物はすべて土器類で、湿地状堆積から弥生時代後期（畿内第V様式）から古墳時代前期（布

留式併行期）にかけてのもの、南北方向の溝から奈良時代、包含層から平安時代のものが出土し

鐵零蟻警"護く讓”ゞ苓坐
準堂や'認癖蕊……癖→錘一
:¥予苓総“蟹:…￥学

J恢

塁一鍾劃石島卿廻鐸＃

》
図56E－E↑間肩部土器出土状況（西から）図55F-F1間肩部（東から）
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図57出土遺物実測図（1：4）

ている。湿地状堆積からは多量の遺物の出土がみられたが、溝と包含層からは少量の出土にとど

まった。

（24～38）は湿地状堆積から出土したものである。（24～37）は弥生時代後期（畿内第V様式）

から古墳時代前期（庄内式併行期)、（38）は古墳時代前期（布留式併行期）のものである。なお、

試掘調査で出土した遺物は、E－E間の北側が出土地点である。

壷（24）は口縁から胴部にかけてと胴部から底部にかけての破片に大きく分れ、接点は判然と

しないが胎土、調整などから同一個体である。口径12.5cm、復元体部最大径25.0cm、復元器高

－30－



24.85伽を測る。外面は口縁端部を除き全面にへうミガキ調整を施し、内面は、口縁の部分がヨコ

方向のへラミガキ、胴部にはハケメ整形を施している。なお胴部中央部あたりから頚部にかけて

は、ハケメを消すようにナデ調整を施している。胎土は1mから3nm大の砂粒を多量に含み、焼

成は良好、色調はにぶい榿色(7.5YR6/4)である。E-E間の4層から出土。

壷（25）は口縁部から胴部にかけて残存する長頸壺の破片である。口径は7.8cmを測る。外面は

全面へラミガキを施す。内面は頸部にタテ方向のへラミガキを施し、胴部はタテ方向のナデ調整

を施している。胎士は砂粒を含み、焼成は良好、色調はにぶい黄色(2.5Y6/3)である。E-E間

の4層から出士。

甕（26）は口縁部から胴部にかけての破片である。口径は17.8cmを測る。口縁は内外面ともに

ナデ調整を施している。胴部外面はタタキメを施し、内面は磨滅が著しいが、ハケメ調整の後、

ナデを施している。胎士は1Ⅲから7m大の砂粒を多量に含み、焼成は良好、色調は外面が灰黄

色（2.5Y7/2)、内面が灰白色(10YR7/1)である。試掘調査で出土。

甕（27．28）は口縁部から胴部にかけての破片である。口径は（27）が19.5dn,(28)が14.0

mを測る。全体に磨滅が著しく、調整痕は不明瞭であるが、胴部にはタタキメの後ハケメ調整が

認められる。胎土には角閃石を含む。色調は（27）が暗オリーブ褐色(2.5YR3/3)、(28)は黒

褐色(10YR2/2)である。(27)はG－G間の4層から出土。(28)は試掘調査で出土。

甕形土器（29）は口縁部から胴部にかけての破片である。口径は14.0cmを測る。全体に器面が

荒れており、調整は不明瞭であが、一部外面の頚部付近にタタキメが確認できる。胎土は砂粒を

多く含み、焼成は甘く、色調は赤褐色(5YR4/6)である。試掘調査で出土。

甕形土器（30）は口縁部から胴部にかけての破片である。口径は15.8.0cmを測る。外面は口縁

をヨコナデ調整、胴部はタタキメを施している。内面は器面が荒れており、調整は不明瞭。胎土

は1nmから5m大の砂粒を含み、焼成はやや甘く、色調はにぶい褐色(7.5YR6/3)である。試掘

調査で出土。

甕形土器（31）は口縁部から胴部にかけての破片である。口径は12.8cmを測る。内外面共に磨

滅が著しく、調整は不明瞭。胎士は1mから4nn大の砂粒を多量に含み、焼成は甘く、色調はに

ぶい褐色(7.5YR5/4)である。試掘調査で出土。

甕形土器（32）は口縁部から胴部にかけての破片である。口径は14.7cmを測る。内外面共に磨

滅が著しが、一部胴部外面にタタキメの痕跡が残る。胎士は1nmから3m大の砂粒を多量に含み、

焼成は甘く、色調は褐灰色(10YR4/1)である。試掘調査で出土。

甕（33）は口縁部から胴部にかけての破片である。口径は12.75cmを測る。成形は、口縁叩出

しによる技法によっているが、頚部の形成時に粘土紐を1条補填して成形している痕跡が明瞭に

残る。内面の胴部は磨滅が著しく、調整は不明。胎土は1mmから2nn大の砂粒を含み、焼成は良

好、色調はにぶい黄榿色(10YR7/6)である。E-E!間の4層から出土。

甕（34．35）は底部から胴部にかけての破片である。共に外面はタタキメを施し、内面はハケ

メ調整を行っている。胎土は砂粒を多量に含み、焼成は良好、色調は（34）の外面が灰黄褐色
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(10YR5/2)、内面は黒褐色(10YR3/1)である。(35)は外面が灰黄褐色(10YR6/2)、内面は

暗緑灰色(5G4/1)である。(34)はE-E間の4層から出土。(35)は試掘調査で出土。

高杯（36）は部分的な欠落があるがほぼ完形に復元できる。口径21.3cm、器高15.4cm、底径

14.0cmを測る。杯部外面および脚部にヘラミガキが認められる。穿孔は4箇所認められる。胎土

は1nmから3m大の砂粒を多量に含み、焼成は甘く、色調はにぶい褐色(7.5YR6/3)である。試

掘調査で出土。

高杯（37）は脚部の破片である。底径12.2cmを測る。内外面共に磨滅が著しいが、外面にヘラ

ミガキが認められる。穿孔は3箇所認められる。胎土は砂粒を多く含み、焼成は甘く、色調はに

ぶい黄榿色(10YR6/4)である。E－E間の4層から出土。

甕（38）は口縁部から胴部にかけての破片である。口縁は内外面にヨコナデを施す。胴部は外

面が細かいハケメ、内面は頚部との境界よりやや下った以下にヨコ方向のへラケズリを施す。胎

士は砂粒を多く含み、焼成はやや甘く、色調はにぶい褐色(7.5YR5/3)である。F-F!間の4層か

ら出土。

土師器甕（39）は口縁部から胴部にかけての破片である。口径13.Ocm、体部最大径16.5cmを測

る。口縁は内外面共にヨコナデを施し、胴部は内外面共にハケメを施す。胎士は3皿大の砂粒を

含み、焼成はやや甘く、色調は暗緑灰色(5G4/1)である。A－B間の7層から出土。奈良時代で

ある。

灰釉陶器椀（40）は口縁部から胴部にかけての破片である。推定口径18.5cmを測る。内外面共

にヨコナデを施す。釉は微かにかかっている。胎土は精良、焼成は良好、色調は明緑灰色

(5G7/1)である。D－D'間の5層から出土。平安時代である。

まとめ

今回の調査では奈良時代の南北溝と弥生時代後期（畿内第V様式）から古墳時代前期（布留式

併行期）の遺物を含む湿地状堆積を検出した。肩部に近い地点から多量の遺物が出土したことは、

この湿地状堆積の南側に弥生時代後期（畿内第V様式）から古墳時代前期（布留式併行期）かけ
註1註2

ての集落が存在していたことを想定させる。これは1994年の発掘調査、2007年の立会調査で検出

した集落と湿地状堆積を挟み対岸に集落が存在したことになり、奈良時代の南北溝が南行してい

くのと共に上久世遺跡が南へ広がることや奈良時代まで集落が存続していたことを示唆している。

（吉本健吾）

註1

註2

上村和直・出口勲「上久世遺跡」『平成5年度京都市埋蔵文化財調査概要』（財）京都市埋蔵文化

財研究所1996年

吉本健吾「Ⅲ－2上久世遺跡」『京都市内遺跡立会調査報告平成19年度』京都市文化市民局

2008年
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Ⅳ主要な出土遺物

l平安京左京三条三坊八町の出土遺物(08HL173)

古墳時代から平安時代の土器及び陶器類（図H

中京区室町通押小路上る蛸薬師町284-4で行

われた住宅建築工事に伴う立会調査で、古墳時

代前期から平安時代前期の遺物を検出したので

報告する。

調査地は地表下約-5mまで全面土壌改良を行

うので、土壌改良前に調査地の西側を重機の掘

削できる深さまで確認することになり、地表下-

2.2mまで堆積層の確認調査を行った。基本層序

は地表下-0.3mまで現代盛土層、-0.3mから-

1.6mまでは桟瓦・漆喰を多量に含む近世以降の

包含層、-1.6mから-1.7mまでは焼土・炭を含

む暗褐色砂泥層、-1.7mから－1．9mまでは平安

時代前期から中期の遺物が出土した包含層、－

1.9mから-2.2mまでは古墳時代前期から後期の

遺物が出土した包含層となる。

古墳時代前期から後期の土器

土師器甕（41）は口縁部のみの破片である。

口縁部はヨコナデ調整行う。胎土には砂粒を含

み、焼成はやや甘い、色調はにぶい榿色

(7.5YR7/4)を呈する。

土師器高杯（42）は杯部の破片である。磨滅

が激しく明瞭ではないが、杯部内外面共にヨコ

方向のへラミガキを施している。胎土には約3

cm大の小石を含み、焼成は甘い、色調は榿色

(5YR6/8)を呈する。

土師器の小型丸底土器（43）はほぼ完形で出

土した。口縁部はヨコナデ調整を行い、胴部外

面はハケメを施し、内面は指オサエの後、整形

を兼ねた強いヨコ方向のナデを行っている。胎

(図版28、 図58～62）

蝿
‘

‐

'眉
"側

零
｜旧

憾
図58調査位置図(1 5,000）
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４
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囚
N0.1地点

'1
「

200 、

図59No."1地点位置図(1 500）

灘
図60No.1地点断面（北西から）
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土は砂粒、小石を多く含み、焼成は良好、色
南壁
、ノ￥

．－BMOm

調は榿色(5YR6/6)を呈する。
現代盛土

須恵器蓋（44）は口縁部のみの破片であ

る。口縁部はナデ調整を行う。胎土には砂粒
110YR3/3暗褐色砂泥

（近世以降の包含層）
1 を含み、焼成は良好、色調は暗紫灰色(5RP

－BM-1.0m27.5YR3/4暗褐色砂泥

（焼土・炭混）

37．5YR4/1褐灰色砂泥 4/1）を呈する。
（平安時代前期の包含層）

47.5YR5/1褐灰色砂泥須恵器杯身(45)は口縁部のみの破片で
2

（古墳時代の包含層）

510Y5/2オリーブ灰色細砂ある。口縁部はナデ調整を行う。胎土には砂3
（古墳時代の包含層）

|4-BM-z｡m 粒を含み、焼成は良好、色調は灰色(N4/0)
01m

、

5 を呈する。

図61No.1地点柱状断面図(1:40)
調査地は烏丸御池遺跡より約500m北にあ

たる。この地点からこれらの古墳時代の遺物

4，が出土したことは、烏丸御池遺跡の範囲がこ了く‐
ｱー

の地点まで北に拡大すると考えてよい。

平安時代前期の土器及び陶器

須恵器杯（46）は底部から杯部へかけて

の破片である。残存部分はすべてナデ調整。

高台はケズリ出し後ナデ調整を施している。

〕
蟻
訶

44胎土には砂粒を含み、焼成は良好、色調は青

灰色(5PB5/1)を呈する。

5

灰釉陶器鉢（47）は胴部の破片である。
0 15cm

1内外面共にナデ調整行う。内面には草木と思

図62出土遺物実測図（1：4）
われる模様の線刻が描かれている。線刻は幅

1mmからl.5mm、深さ0.5mmから1mmで、焼成前に施されている。胎土は精良、焼成は良好、色調

は明緑灰色(N4/0)を呈する。

内面に線刻を施した灰釉陶器鉢は平安時代中期のものが、仁和寺境内の発掘調査で出土してい
註l

る。その線刻文様は内面底部に輪宝施し、廻りに梵字や花が飾られた仏教色の濃いものである。

今回出土したものが、仏教に関連する文様かどうかは、破片があまりに小さく不明である。

（吉本健吾）

註1百瀬正恒「遺物」『仁和寺境内発掘調査報告』（財）京都市埋蔵文化財研究所1990年
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2平安京右京九条一坊四町の出土遺物(OSHR69)

古墳時代前期（庄内式併行期）の甕（図63～6

南区新千本通東側、東寺西門通から九条通の

間で行われた上水道配管工事に伴う立会調査で、

古墳時代前期（庄内式併行期）の遺物を検出し

たので報告する。

検出地点は九条通の一本北の東西通との交差

点の北東角で、基本層序は地表下-0.3mまで現

代盛土層、-0.4mから-0.98mまでは湿地状の粘

土層、-0.98mから-1.22mまでが遺物を検出し

た粗砂層、そして-1.38m以下がにぶい黄褐色粗

砂層となる。

甕（48）は口縁の一部のみの破片である。口

縁は受け口状を呈し、端部が強く外反している。

胎土は砂粒を多量に含み、焼成はやや甘く、色

調はにぶい榿色(7.5YR7/4)である。他には

高杯・手焙形土器とみられる破片が出土してい

(図63～66）
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図63調査位置図（1：5,000）

卿
新千本通

る。

この地点には平安時代以前の遺跡はなく、検

出した層が粗砂層であるので、流路の堆積層と

考えられるので、いずれかの遺跡から流れてき

たものとみられる。しかし、検出した遺物はあ

まりローリングによる磨耗を受けていないので、

この付近に新たな庄内式土器併行期の遺跡が存

在するのか、近辺の周知の遺跡からの流失遺物

かは、今後のこの近辺の調査の課題である。

（吉本健吾）

◇

◇

10m0

画

図64NO1地点位置図(1:250)

東壁
一一ヱーニ－0m

現代盛土

1

2 10YR3/2黒褐色泥砂

10YR4/1褐灰色粘土

10YR5/3にぶい黄褐色粗砂

(古墳時代前期包含層）

10YR3/1黒褐色粘土

10YR6/4にぶい黄褐色粗砂

１
２
３
４
５

ｍＯ●１－
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図66NQ1地点柱状断面図(1:40)

010，1
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図65出十十器実測図（1：4）

－35－



調査一覧表
I2008年1～3月期（平成19年度）

平安宮(HQ)

平安京左京(HL)

－36－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

大蔵省

大蔵省隣接地

大蔵省

大宿直

宴松原

宴松原

縫殿寮

造酒司

豊楽院

大膳職

兵部省

上・千本通一条下る西側西中筋町19-72

上・一条通六軒町西入二丁目西今出川

町411

上・浄福寺通一条下る東西俵屋町656-

46

上・浄福寺通中立売下る菱丸町173他

上・七本松通下長者町下る三番町273-

1，273－2，273－3，273－4，273-5

上・六軒町通下長者町下る七番町330

番19

上・下長者町通浄福寺西入新御幸町

35-1,35-2

中・聚楽廻松下町11番21

中京区聚楽廻中町59-1他3筆、聚楽廻

西町136-7他3筆

上・北伊勢屋町736-2

中・西ノ京内畑町32番11及び51番

2/14

2/21

1/30

1/23．25

1/7

2/21．29

2/26

2/12

2/25～28、

3/17．25・

27，4/2

7/10

3/10

1/11

-0.33mまで現代盛土。

-0.98mでにぶい黄褐色泥砂を検出。遺構、遺物

は検出できず。

-0.45mまで現代盛土。

-0.12mで暗褐色泥砂を検出。遺構、遺物は検出

できず。

-0.15mまで現代礁十。

-0.5mまで現代礁十。

-0.06m，時期不明の焼土層。

-0.08mまで現代癖十・

NO1;-0.88m、平安～江戸以降の包含層（施釉

陶器、平瓦)｡-1.28m以下、黄褐色泥砂の地山。

No2;-0.6m，平安～江戸以降の包含層（軒平。

平・軒桟瓦）を検出。

-0.36mで明黄褐色泥砂を検出。遺構、遺物は検

出できず。

-0.22mまで現代癖十、

４
２
７
７
哩
哩
７
７
０
０

07K395

07K307

07K440

07K499

07K500

O7K497

07KO79

07K480

O7K378

９
２
７
９
３
３
Ｑ
Ｑ
Ｈ
Ｈ

HQ369

HQ362

HQ341

HQ393

HQ398

５
６
７
９
３
３
Ｑ
Ｑ
Ｈ
Ｈ

HQ409

HQ348

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

北辺二坊一町

北辺二坊六町

北辺四坊一町

一条二坊二町

一条二坊六町

一条三坊十五町

一条四坊二町

一条四坊十町

二条四坊一町

二条四坊十二町

三条三坊十一町

上・大宮通今出川通～一条通他地内

上・堀川上之町他地内

上・京都御苑3番地

上・大宮通出水下る家永町775

上京区枡屋町他地内

上・京都御苑438-1

上・京都御苑3番地

上・京都御苑2番地大宮仙洞御所

上・京都御苑3番地

中・富小路通御池上る守山町～

富小路通夷川下る鍛冶屋町地先

中・烏丸通御池下る虎屋町547番地

他13筆

07/12/4～

08/6/20

07/11/22~

08/1/25

07/12/21~

08/2/5

1／15

1/7．18

1/22．3

2/28～3/28

07/11/19~

08/1/8

1/15．18・

22．31

07/11/5～

08/2/29

07/10/22･

12/13、

08/5/12

-1.0mで黄褐色粘土を検出。遺構、遺物は検出

できず。

NQ6;-0.8m以下、暗オリーブ色砂礫の地山。

No7;-0.8m、時期不明の包含層（土師器）

NO6;-0.5m、近世以降の包含層。

NO9;-0.15m，近世の包含層。

Nol;-0.7mで黒褐色泥砂を検出。NO2;-0.74m

で黄褐色泥砂を検出。遺構、遺物は検出できず。

BM-4.65mまで現代盛土。

-0.15mでオリーブ灰色砂泥を検出。遺構、遺物

は検出できず。

江戸後期の庭石、石列、路面を検出。

本報告3ページ。

東西方向の石組の溝を検出。本報告7ページ。

NQ2;-0.3m、江戸の包含層（土製品伏見人形）

-0.92m、江戸前期の包含層（施釉陶器唐津皿、

土師器)｡NQ3;-0.7m、近世以降の包含層。

NQ3;-0.48m、近現代の包含層。-1.2m、時期

不明の包含層（土師器)｡NQ4;-0.3m、近代

以降の包含層。

BM-3.6m，鎌倉～室町の湿地状堆積（土師器皿、

焼締陶器常滑喪、須恵器喪、瓦器火鉢・鍋、施

釉陶器瀬戸おろし皿）

O7H367

O7H241

O7H371

O7H451

O7H278

07H439

O7H560

O7H362

O7H349

O7H354

O6H652

HL322

HL309

HL337

HL350

２
１
４
６
３
３
皿
皿

HL401

HL301

HL351

HL289

HL272

2

２
１
１

１
・
い
・
０

２
２
２
３
２
２
２
３
３
３
３
３
３



平安京右京(HR)

－37－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

四条三坊十四町

四条四坊二町

四条四坊八町

五条二坊十町

町
町
三
四
坊
坊

一
一
一
一
一

条
条
六
九

九条二坊十五町

九条二坊十五町

九条二坊十五町

九条四坊三町

九条四坊十二町

中・東洞院通錦小路上る元竹田町631

番地2

中・蛸薬師通東洞院東入御射山町282

他地内（御射山公園）

中・三条通高倉東入る桝屋町54-1.

54－2

下・油小路通、四条通～五条通地内

下・若宮通五条下る毘沙門町33-1,37-2

南・西九条南小路町1番地他

(京都市立九条中学校）

南・西九条鳥居口町～西九条院町地先

南・西九条北ノ内町12番、18番、鳥

居口町1番、2番、4番1，4番2、院町

25番、26番、26番2

南・西九条鳥居口町地先

南・東九条南山王町10番地

南・東九条河西町7番1の一部、7番3

07/11/30~

08/1/30

3/10～28

1/15

2/5～7/2

2/18

3/21

07/8/20～

08/12/18

07/4/16～

08/12/18

1/15．18．

21．31

2/7．8

2/8

-1.37m、時期不明の包含層（土師器)｡-1.77m、

江戸中期の包含層（土師器皿）。試掘調査済地点。

-1.0mまで現代盛土。立会調査後、発掘調査。

-0.45mで焼土を含むにぶい黄褐色泥砂を検出。

Nol2;-1.14m、時期不明の包含層（土師器）

NO13;-0.16m～-1.22m、時期不明の路面9。

NQ14;-0.2m～-1.2m，時期不明の路面7。

NQ15;-0.3In～-1.26m、時期不明の路面7。

NO18;-0.28m～-1.14m、時期不明の路面5。

Nol9;-0.3m～-1.1m，路面5．内-0.3mで時

期不明の土師器、-0.42mで近世初頭の灰釉陶器

皿、-0.84mで平安の須恵器喪と室町後期の瓦が

出土。路面はそれぞれ油小路に位置する。

-2.9mまで現代癖＋、

-0.8mで灰黄褐色粘土を検出。遺構、遺物は検

出できず。

-0.65m，時期不明の包含層（土師器）

NQ1;-0.7m，時期不明の包含層。-0.8m，中

世の包含層。NQ7;-0.88m、時期不明の土坑

(土師器、須恵器翌、瓦器)｡NQ8;-0.23m

江戸の落込（染付椀、施釉陶器、木製品箸）

御土居の一部。

-0.84mで黒褐色粘土を検出。遺構、遺物は検出

できず。

NO1;-1.1m以下、褐灰色粗砂の地山。NO2;

-1.0m，中世の包含層（土師器、瓦器把手付鍋）

-0.8mでにぶい黄褐色泥土を検出。遺構、遺物

は検出できず。

O6H185

O7H543

O7H435

O7H405

４
３
９
２
３
４
Ｈ
Ｈ
７
７
０
０

O7H262

O6H487

O7H465

O7H322

O7H446

HL319

HL410

HL352

HL372

５
８
８
１
３
４
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ

HL204

HLO14

HL353

HL373

HL376

7

５
５
５
４
５
６
６
６
６
７
７
。

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

町
町

一
一
一
一

坊
坊

一
一
一
一

辺
辺
北
北

町
町
五
八
坊
坊

一
一
一
一

辺
辺
北
北

二条二坊一町

三条一坊十六町

三条四坊十三町

六条四坊十三町

六条四坊十六町

七条三坊十四町

八条一坊七町

上・一条通御前西入大東町84番18

上・一条通紙屋川下る西町184番地

西町公園

北・大将軍川端町3番の一部

北・大将軍西町193,197の一部、198

の一部

中・丸太町通南側、西大路通～御前通

地内

中・西ノ京船塚町7番地の1

右・山ノ内西八反田町

右・西院月双町～西京極北裏町地内

右・西京極葛野町4番地

右・西京極宮ノ東町～西京極三反田町

地先

下・西七条東久保町55-58

1/8

1／11．15

2/7

3/10

3/26～

5/28

07/11/26~

08/4/16

3/4

1/23～2/8

07/11/19~

08/11/10

1/28～

9/12

1／15～

2/28

2/20．21

-0.2mまで現代礁十．

掘削深-2.0mまで現代盛土。

-1.26mまで現代盛土。

NO1;-1.26m、江戸後期の包含層（施釉陶器）

NO2;-1.26m、時期不明の包含層（土師器）

NO4;-0.9m以下、黄榿色粘土の地山。

NO6;-0.42m、江戸後期の土坑（施釉陶器）

NQ4;-1.2m以下、緑灰色粘土の地山。

No5;-1.2m以下､浅黄色粘土の地山。

鎌倉の西大宮大路の路面を検出。本報告17ページ。

-2.5m以下、黄褐色粘土の地山。

NO4;-1.0m以下、明黄褐色砂礫の地山。

NO18;-1.63m、時期不明の包含層（須恵器壷）

-2.03mで時期不明の包含層（土師器、須恵器）

NO20;-2.13mで時期不明の包含層（土師器）

-0.4mまで現代盛土。試掘調査済地点。

-0.9mで褐色砂泥を検出。遺構、遺物は検出で

きず。

-0.2mまで現代盛土。

O7H383

O7H390

O7H490

07H303

O7H281

O7H479

07H397

O7H242

O7H137

O7H464

O7H417

坐
鉛
３
３
匪
駅

３
３
１
２
４
４
Ｒ
Ｒ
Ｈ
Ｈ

HR313

７
３
２

０
６
０

４
３
３

Ｒ
Ｒ
Ｒ

Ｈ
Ｈ
Ｈ

HR367

HR354

HR391

９
９
９
９
９
９
８
10

12

10

12

13



洛北地区(RH)

－38－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

八条四坊十三町

九条二坊十六町

九条三坊四町

右・西京極橋詰町～吉祥院新田弐ノ段

町地内

下・七条御所ノ内南町4番、5番の各

一部

南・吉祥院中島町110新幹線高架下

07/2/19～

08/9/5

3/31

1/15．18

-0.6m～-1.0m、時期不明の路面5.-1.25m以

下、褐色砂礫の地山。

-0.2mまで現代康士。

-1.2mまで現代盛土。

O7H268

O7H442

O7H273

HR387

HR426

HR355

12

13

12

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

八幡古墳群

角社瓦窯跡

角社瓦窯跡

植物園北遺跡

植物園北遺跡

植物園北遺跡

大徳寺旧境内

世尊寺跡

上京遺跡

上

上
上

京

一
足
｛
星

遺跡

遺跡

遺跡

上京遺跡

上 京 遺跡

寺ノ内旧域

公家町遺跡

公家町遺跡

左・岩倉幡枝町

北・西賀茂角社町145番の一部

北・西賀茂角社町145番の一部

北・上賀茂南大路町35番

北・上賀茂蝉ケ垣内町46-1,46-3

左・松ヶ崎芝本町他地内

北・紫野大徳寺町57，58，58－2の一部

上・紋屋町地内

上・今出川通大宮東入元伊佐町～

五辻通大宮東入西石屋町地先

上・大宮通一条上る西入栄町647

上・橘町地内

上・西船橋町332,329

上・上立売通堀川東入堀之上町8-2

上・京都御苑15番

上・京都御苑3番地

07/12/3～

08/4/25

2/29

2/29

3/21．24

1/25

3/6～6/13

3/4～18

1/28．30．

31

07/12/5～

08/2/1

2/28，3/3

1/21．22

1/21．22・

30．31

2/1．4

3/26．27・

4/1

07/12/5～

08/2/5

1/10．11

NO2;-1.4m以下、暗オリーブ色粗砂の地山。

NO3;-0.95m以下、明黄褐色泥土の地山。

-0.20mで褐伍泥十を検出。遺構、遺物は検出で

きず。

巡回時、工事終了。

-0.16mで褐色泥砂を検出。遺構、遺物は検出で

きず。

-0.55mで古墳の包含層（須恵器杯身）

-0.98m以下、黄褐色泥土の地山。

NQ3;BM-0.23m.-0.56m、古墳の包含層（土

師器)2｡NQ4;BM-0.1mで弥生～古墳の包含

層を切って時期不明の土坑（土師器高杯、瓦）

NQ5;BM-0.12m、弥生～古墳の土坑。-0.31m

以下、褐色泥土の地山を検出。NO6;-0.6mで古

墳の包含層（土師器)｡Nq7;-1.1m以下、にぶ

い黄褐色砂礫の地山を検出。NO9;BM-0.56m，

弥生～古墳の落込（土師器高杯）

NQ11;-0.66m，古墳時代の包含層（土師器）

NQ12;-0.72mで時期不明の包含層（土師器）

-0.76m以下、黄褐色泥土の地山。

-1.76mまで現代需十。

-0.34mでオリーブ黒色砂泥を検出。遺構、遺物

は検出できず。

-0.5mで江戸の包含層（染付椀）

Nql;-0.6m、時期不明の包含層（須恵器杯）

NO2;-0.9m以下、明黄褐色粘土の地山。

NQ1;-0.75m・-0.92m.-1.16m，江戸の包含

層（土師器皿・焙烙、緑釉陶器、施釉陶器灯明

皿・京焼、白磁、瓦)3｡NO2;-1.0m.-1.14m

時期不明の包含層（土師器）2.-1.27mで明黄

褐色粘土の地山を切って平安後期のピット（土

師器皿）と時期不明のピット（土師器)｡NQ3;

BM-1.17mでにぶい黄褐色粘土の地山を切って

鎌倉の落込（土師器皿、瓦器椀）

-0.9mまで現代癖j=。

-0.4mで暗褐色泥砂を検出。遺構、遺物は検出

できず。

-0.57mで褐色泥砂を検出。遺構、遺物は検出で

きず。

O7S296

O7S553

O7S552

07S466

O7S326

O7S564

O7S528

07S399

O7S413

O7S441

07S398

O7SO75

O7S403

O7S113

O6H666

０
４
３
９
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８
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１
１
１
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太秦地区(UZ)

北白川地区(KS)

洛東地区(RT)

－39－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

嵯峨院跡

嵯峨北堀町遺跡・

嵯峨遺跡

嵯峨遺跡

音戸山古墳群

名勝龍安寺庭園

和泉式部町遺跡

太秦馬塚町遺跡

右・北嵯峨北ノ段町～北嵯峨山王町

地先

右・嵯峨天竜寺今堀町他

右・嵯峨天龍寺今堀町他

右・太秦三尾町1-213の一部

右・龍安寺御陵ノ下町13－1

右・太秦森ヶ西町～太秦森ヶ前町

地先

右・太秦中筋町12－2

07/10/10~

08/4/2

2/14～29、

3/7．13

1/30．31、

2/4～29、

3/7．13

07/12/11～

08/2/18

07/11/8～

08/4/28

07/12/5～

08/2/20

2/25．29

-025mで明黄褐色砂泥の地山を切って時期不明

の落込（土師質土製品）

-0.22m以下、明黄褐色泥土の地山。

NO1;-0.47m以下、黄褐色砂泥の地山。

ｊ
ｊ
器
器
師
師
土
士
く
く
層
層
含
含
包
包
の
の
明
明
不
不
期
期
時
時
ｍ
ｍ
Ｏ
４
３
３
０
０
－
－
３
８
脆
恥

-0.24mまで現代盛土。

NQ1;-0.15m，時期不明の路面。-0.24m、近

世以降の包含層。NQ3;-0.3m、近世以降の包

含層。NO27;-0.08m、時期不明の石敷遺構。

NQ3;-0.95mで黄榿色砂泥を検出。

NO13;-0.67mでにぶい黄褐色砂礫を検出。遺

構、遺物は検出できず。

-1.32m以下、灰白色粘土の地山。

O7S309

O7S433

O7S351

O7S288

19N029

O7S386

O7S427

UZ263

UZ380

UZ370

UZ329

UZ288

UZ326

UZ397

24-3

24－4

24-4

24－5

2今6

16

16

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

一乗寺向畑町遺跡・

向畑古墳隣接地

岡崎遺跡

得長寿院跡

法勝寺跡．

岡崎遺跡

法勝寺跡

岡崎遺跡

岡崎遺跡．

白河街区跡

白河街区跡

左・白川通西側、北山通～北大路通

地内

左・岡崎徳成町11番8

左・岡崎法勝寺町75-2,74-5番地の

一部

左・岡崎法勝寺町岡崎公園内

左・岡崎円勝寺町124番地

左・仁王門通新高倉東入北門前町

474-1,474-3,475-1他

2/19～

4/21

3/10

3/12

2/12．18．

25，3/3．

10．17．24

3/17．18．

21．24

07/6/12～

08/12/18

NO2;-0.3m以下、オリーブ黄色細砂の地山。

NO10;-0.73m以下、にぶい黄色粗砂の地山。

-0.5mまで現代盛土。

-0.36mで暗褐色砂泥を検出。遺構、遺物は検出

できず。

NO1;-0.36mで灰色粗砂を検出。

NQ3;-0.60mで暗オリーブ褐色砂泥を検出。

NQ4;-0.30mで暗褐色細砂を検出。遺構、遺物

は検出できず。

-0.34mまで現代盛土。

-0.5m，時期不明の包含層(土師器）

O6S402

O7R453

O7R532

O7R509

O7R510

O7S116

KS388

KS411

KS414

KS378

KS415

KS101

25-1

17

17

17

17

17

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

寺町旧域

法住寺殿跡

法住寺殿跡

法住寺殿跡

六波羅政庁跡．

方広寺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣十三塚

中・新京極桜之町453

東・今熊野日吉町59－1

東・大和大路通七条下る四丁目本池町

530，531

東・茶屋町527

山・勧修寺西栗栖野町105番

山・栗栖野打越町18番16

山・東野舞台町77－2

山・栗栖野華ノ木町1－1，1－8

山・栗栖野打越町他地内

2/26．27

2/27～6/30

2/14．25

1/15．18・

21

1/23

1/28．30

2/4

2/15

07/7/31～

08/5/1

-0.88m、灰黄褐色粗砂の氾濫状堆積。

-1.8m以下、明黄褐色粘土の地山。

巡回時、工事終了。

-0.43m、近世以降の包含層。

BM-1.35mまで現代盛土。

-0.88m以下､明黄褐色砂泥の地山。

掘削深BM-1.43mまで現代盛土。

試掘調査済地点。

-0.24mまで現代盛土。

-1.7m以下、黄褐色砂礫の地山。

O7S140

O7S337

07S493

O7S459

O7N389

07N450

07N402

O7N485

06N654
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烏羽地区(TB)

伏見・醍醐地区(FD)

長岡京地区(NG)

－40－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡．

鳥羽遺跡

南・上鳥羽火打形町41-4,44番地

伏・竹田浄菩提院町62の一部

2/22，3/5

1/7

-1.36m以下、明黄褐色砂泥の地山。

-0.6mまで現代礁十。

８
３
７
９
皿
稲
０
０

５
３
９
４
３
３
祀
祀

１
１
－
－
２
２
２
２

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

深草寺跡

板橋廃寺

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

桃山古墳群

(永井久太郎古墳）

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

がんぜんどう廃寺

伏・深草田谷町1他4筆、西伊達町3

他3筆、直違橋町5丁目318

伏・御駕篭町97番地他

(京都市立伏見中学校）

伏・桃山水野左近東町19番地

伏・平野町64番1

伏・桃山長岡越中北町～桃山町永井久

太郎地内

伏・深草大亀谷万帖敷400

伏・桃山町正宗49-11

伏・深草大亀谷五郎太町25他3筆

伏・桃山町遠山103番地12

伏・深草谷口町69-1の一部、69-3の

一部、69-4-部、88の一部

3/18

2/7

3/31～4/14

2/29

07/11/26～

08/7/7

3/11

1/8

07/11/26～

08/6/30

2/18．19・

22．25

07/10/9～

08/2/7

NQ1;-0.7mで灰褐色泥土を検出。Nq2;-1.06m

で黄灰色細砂を検出。遺構、遺物は検出できず。

-0.6mで黒褐色砂泥を検出。遺構、遺物は検出

できず。

-0.2m以下、明褐色泥jzの地山。

-0.24mまで現代癖士。

-0.76m以下、黄褐色粘土の地山。

BM+1.43m～+0.43mまで現代盛土。

BM-1.15m以下、明褐色泥土の地山。

-0.15mでオリーブ褐色砂泥を検出。遺構、遺物

は検出できず。

NQ1;BM+6.38m以下、灰白色泥士の地山。

NQ3;BM-0.10m以下、黄榿色砂泥の地山。

BM+6.04m以下、にぶい黄榿色細砂の地山。

O7S484

07F型21

O7F516

07F518

07F157

O7F498

06F355

07F366

O7F260

O6S713

FD417

FD374

２
０
１

５
５
７

４
４
３

，
ｍ
ｍ

FD412

FD345

FD314

FD386

FD259

25－8

14

14

14

14・

15-1

１
１
１

－
一
一

５
５
５

１
１
１

15-1

15－2

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

左京北辺三坊八町.

中久世遺跡

下久世構跡

下久世城跡。

大藪遺跡

戌亥遺跡

左京一条三坊五町・

鶏冠井遺跡

左京二条四坊八町

左京二条四坊一町・

東士川遺跡

左京三条三坊十六町

左京四条二坊十

五町・芝ヶ本遺跡

左京四条三坊十三町

左京四条四坊十町

左京八条四坊三町

左京九条四坊五町

南・久世殿城町～久世東土川町地先

(一般国道171号）

南・久世東土川町地先

(一般国道171号）

南・久世東土川町386

南・久世東土川368番地1

伏・久我西出町4番6，4番7，4番40

伏・羽束師菱川町地先

(一般国道171号）

伏・羽束師菱川町53番1の一部

伏・久我西出町地内

伏・納所町地先

伏・葭島渡場島町32他

2/14．15．

19．20．

21．22。

25．29

3/3．4・

5．13

2/19～

3/10

1/15

3/17

2/21～

6/24

2/14．15．

19．20

1/17

2/14～19

07/6/4～

08/1/30

07/10/30～

08/5/23

-1.7mまで現代盛十・

巡回時、工事終了。

BM-0.6m、耕作士。

-1.04m以下、にぶい黄榿色粘土の地山。

-1.78mまで現代盛土。

-1.3m以下、灰色泥土の地山。

-0.84Inまで現代癖十．

-0.88m以下、暗緑灰色粘土の地山。

江戸の桂川堤防護岸の石垣の断面を検出。飛鳥

の竪穴住居杜を検出。本報告24ページ。

-0.8m以下、泥土・細砂・粗砂・粘十:の互層の

氾濫状堆積。

O7NG513

O7NG514

O7NG401

07NG375

O7NG437

O7NG515

O7NG376

07NG463

06NG495

O7NG211

NG377

NG389

７
６
５
１
３
４
Ｇ
Ｇ
Ｎ
Ｎ

NG394

NG383

８
１
７

５
８
８

３
３
Ｏ

Ｇ
Ｇ
Ｇ

Ｎ
Ｎ
Ｎ

NG284

23-4

19

19

19

19

19

19

19

22-2

22-2



南桂川地区(MK)

－41－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

中久世遺跡

中久世遺跡

中久世遺跡

中久世遺跡

福西古墳群

福西古墳群

大原野神社遺跡

南・久世中久世町三丁目～久世殿城町

地先

南・久世殿城町～久世中久世町三丁目

地先

南・久世川原町～久世殿城町地先

(一般国道171号）

南・久世殿城町143番2の一部

地
地
号
号
１
２
部
部
一
一
の
の
９
９
０
０
２
２
－
－
１
１
町
町
長
長
東
東
枝
枝
大
大
西
西

西・大原野南春日町1152-1地内

07/12/21,

08/1/7．8．

9．10．11．

16．18．21．

25．28，30・

31，2/1

1/10～30

2/19～

3/5

3/28．31

3/25～27

3/26．28

12/25～1/7

NQ1;-1.0m以下、にぶい黄褐色砂礫の地山。

NO2;-0.6m､平安の包含層（須恵器喪）

Nn9;-0.44In，弥生の土坑（弥生土器喪=Ⅳ様式）

NO12;-0.48m以下、褐色粘土の地山。

NQ13;-0.34m、時期不明（土師器、須恵器）の

包含層。-0.56m，鎌倉の土坑（弥生土器=混入、

土師器皿、須恵器壷、瓦器椀）

巡回時、工事終了。

-1.6mまで現代盛土。

-0.2mまで現代盛土。

-0.44mまで現代盛土。

-0.4mまで現代癖士。

-0.1m以下、黄褐色砂礫の地山。

O7S415

O7S400

O7S512

O7S377

07S549

O7S550

O7S341

MK339

MK347

MK390

４
１
２
０

２
２
２
４

４
４
４
３

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ

４
４
４
４
７
７
８
－
一
一
－

３
３
３
３
６
６
６

２
２
２
２
２
２
２



Ⅱ2008年4～12月期（平成20年度）

平安宮(HQ)

－42－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

大蔵省

大蔵省

大蔵省

大蔵省

大蔵省

大蔵省

大蔵省

主殿寮

主殿寮

茶園

茶園

宴松原

宴松原

宴松原

縫殿寮

縫殿寮

縫殿寮

左近衛府

職御曹司

職御曹司

職御曹司

内裏

左兵衛府

左兵衛府

左馬寮

左馬寮

典薬寮

豊楽院

豊楽院

朝堂院

朝堂院

上・七本松通一条下る三軒町74番地

上・仁和寺街道六軒町西入四番町

109番地1

上・浄福寺通一条下る東西俵屋町

656-25,656-26の一部

上・浄福寺通一条下る東西俵屋町

661-21,661-22

上・浄福寺通一条下る東西俵屋町

661－1，661－16

上・浄福寺通一条下る東西俵屋町地先

上・仁和寺街道千本東入西富仲町

470-41

上・智恵光院通中立売上る新白水丸町

地先

上・裏門通中立売上る今新在家町

206-12

上・新白水丸町462-42

上・中立売通日暮東入新白水丸町

462番地82

上・七本松通下長者町上る三番町257-6

上・下長者町通七本松西入鳳瑞町

255-32の一部

上・下長者町通七本松西入鳳瑞町

255-50,255-32の一部

上・下長者町通浄福寺西入新御幸町48

上・下長者町通裏門西入坤高町82番、

85番2

上・下長者町通浄福寺西入新御幸町50

上・出水通大宮西入清元町751-2

上・多門町、山本町

上・中立売通智恵光院東入多門町～

智恵光院通下長者町下る山本町地先

上・智恵光院通出水上る天秤丸町

183番他

上・下立売通千本東入田中町

465,463,461-1

上・下立売通大宮西入浮田町608-1

上・日暮通下立売上る天秤町597-2、

下立売通日暮西入中村町549-2

中・西ノ京左馬寮町7－22

中・西ノ京左馬寮町6番14

中・西ノ京車坂町～聚楽廻松下町地先

中・聚楽廻南町～聚楽廻中町地先

中・西ノ京内畑町～聚楽廻南町地先

上・竹屋町通千本東入主税町

1185,1186,1184

中・聚楽廻東町9番3

12/15

6/9

5/8

5/26

6/13

9/22

10/20．21

7/3．4．7

9/16

4/18

4/28．30

7/29．30

9/30

9/30

6/25．26

8/5～8．11

11/21

12/9

7/1～3．7～

9．11．14

7/22

8/1．4～6

6/2．3・

4．5

8/4

11/10

6/11

12/12

9/1～10/20

7/30、

8/6．11

8/20，9/1

9/29,10/6

11／17

-0.15m以下、黒色砂泥の地山。

巡回時、工事終了。

-0.3m，時期不明の包含層。

-0.28mで暗褐色砂泥を検出。遺構、遺物は検出

できず。

-0.4mまで現代礁十。

-0.75mまで現代南士。

-0.4m.-0.55m，近世以降の包含層2．

-1.1rnまで現代盛土。

-0.15mまで現代盛土。

-0.30m、江戸の包含層。

BM-0.82mで黄褐色砂泥を検出。試掘調査済地

点、近世の遺構を検出。

-0.12mまで現代盛土。

-0.3mまで現代鱒＋，

-0.3mまで現代癖十一

-0.8m、近世の包含層（焼締陶器播鉢）

-1.05m以下、にぶい黄褐色砂泥の地山。

NQ1;-0.4m，近世以降の包含層。-0.7m，近世

の落込。

NQ2;-1.05m、平安の包含層（須恵器喪）

-1.0m、江戸の包含層（土師器皿）。-1.2m以

下、明黄褐色砂泥の地山。

-0.2mまで現代礁十一

-1.0mで黄褐色砂泥を検出。

遺構、遺物は検出できず。

-0.9mで褐色砂泥を検出。

遺構、遺物は検出できず。

-0.92m、時期不明の包含層（土師器）。-1.36m

以下、黄褐色砂泥の地山。試掘調査済地点。

聚楽第南二之丸西濠を検出。

-1.22mまで現代礁十。

-0.5mまで現代盛土。

-0.25mまで現代癖十．

-0.4mまで現代癖j=。

-0.17mまで現代癖十一

NO2;-0.5m以下、黄褐色微砂の地山。

NQ5;-0.5m以下、オリーブ褐色砂礫の地山。

-0.7mで暗褐色砂泥を検出。

遺構、遺物は検出できず。

-0.6mで灰黄褐色砂泥を検出。

遺構、遺物は検出できず。

-1.18m以下、褐色砂泥の地山。

-0.3mまで現代癖-t。

O8K353

08KO37

07K575

O8KO40

08K065

O8K285

08K271

08K158

08K221

O7K511

08KOO3

O8K107

08K251

08K250

08K119

07K081

08K377．

O8K222

07K608

08K101

07K420

08K061

O8KO14

08K351

O7K533

08K372

08K260

08K207

08K208

08K070

08K292

７
９
２
７
３
０
Ｑ
Ｑ
Ｈ
Ｈ

HQO50

HQO64

HQO85

４
５
１
５
２
２
Ｑ
Ｑ
Ｈ
Ｈ

HQ105

HQ203

３
１
３
４
Ｏ
０
Ｑ
Ｑ
Ｈ
Ｈ

６
４
３
３
１
２
Ｑ
Ｑ
Ｈ
Ｈ

HQ235

HQO96

HQ153

HQ304

５
１
２
０
３
１
Ｑ
Ｑ
Ｈ
Ｈ

HQ128

HQ142

HQO68

６
１
４
８
１
２
Ｑ
Ｑ
Ｈ
Ｈ

０
６
０

８
２
９

０
３
１

Ｑ
Ｑ
Ｑ

Ｈ
Ｈ
Ｈ

HQ138

HQ172

HQ231

HQ291

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１



平安京左京(HL)

－43－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

朝堂院隣接地

寮
司
職
寮
寮
井
井

陽
水
膳
炊
炊

陰
主
大
大
大
御
御

右馬寮

右馬寮

右馬寮

式部省隣接地

兵部省

上・千本通下立売下る小山町908-67

上・千本通二条下る東入主税町979番

上・竹屋町通千本東入主税町1111番

上・松屋町通丸太町上る三丁目665

上・松屋町通丸太町下る藁屋町地先

上・丸太町通黒門東入藁屋町535-117

中・西ノ京車坂町15番地

中・西ノ京車坂町

14番12,14番13,14番17

中・西ノ京右馬寮町10-4

ｊ
ｊ
地
地
号
号
１
３
く
く
部
部
一
一
の
の
４
４
１
１
－
－
１
１
町
町
寮
寮
馬
馬
右
右
京
京
ノ
ノ
西
西
中
中

中・西ノ京小堀町2－63

中・西ノ京内畑町43-2

11/17．20

8/18

12/16

10/10～20

9/18～10/8

11/28

4/2．3

7/10

8/8

11/20

11/20

7/10

9/22

-0.5nlで黄褐色粘土を検出。-0.7mでオリーブ

褐色砂泥を検出。遺構、遺物は検出できず。

-0.6m、平安の包含層（須恵器蓋、丸・平瓦）

-0.2mまで現代盛土。

-0.2m、近世以降の包含層。

-0.3m、近世以降の包含層。

-0.25mまで現代盛土。

-0.5mまで現代盛土。

巡回時、工事終了。試掘調査済地点。

-0.25mまで現代盛土。

-0.2nlまで現代盛土。

-0.3mまで現代盛土。

-0.2mまで現代盛土。

-1.09mまで現代盛土。

08K219

08K156

08K357

08K273

08K299

08K375

07K526

08KO87

６
７
６
４
８

０
９
９
９
２

鰹
哩
哩
顧
“

８
８
８
７
７

０
０
０
０
０

HQ290

３
９
１
９
９
５
３

６
２
５
０
０
０
１

１
３
２
２
３
０
１

Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

８
１
０
２
５

５
０
０
１
１

１
３
３
１
２

Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

一条二坊十三町

一条三坊六町

二条三坊二町

二条三坊十一町

二条三坊十二町

二条三坊十二町

二条四坊四町

二条四坊六町

二条四坊七町

二条四坊十三町

二条四坊十五町

三条一坊十一町

町
町

一
一
一
一
一

十坊
坊
一
一
一

条
条

一
一
一
一
一
一

上・西洞院通下立売下る東裏辻町402

番地（京都まなびの街生き方探求館）

上・室町通出水下る勘解由小路町164=2

中・釜座通丸太町下る枡屋町147番地

中・両替町通夷川上る松竹町135番

中・夷川室町東入巴町90-1、

両替町通二条上る北小路町94-1

中・両替町通二条上る北小路町

104番の一部、106番、107番地

中・間之町通二条上る夷町575

中・堺町通夷川上る絹屋町

123番、124番

中．堺町通竹屋町上る橘町82番2

中・寺町通二条上る要法寺前町

71坐1,713-3

中・麩屋町通竹屋町上る舟屋町422

中．西ノ京池ノ内町27

中・大宮通姉小路下る姉大宮町西側83番

中・御池通猪熊西入俵屋町203-1

8/1

6/16．17．

18．19．20

4/16．17．

18．22

8/26．27

11/6．10

11/25．26

8/5～8．21

7/24、

8/5～8．

11．18～

20．22

4/11．14．

18

9/24～10/3

8/29、

9/2．4

9/22．24．

25．29

12/25

4/7．11．

14

-1.7mまで現代盛土。

-0.44m、近代の包含層。-0.6m、時期不明の東

西方向の石組遺構。

-1.16m，江戸中期の包含層（施釉陶器信楽喪）

-1.26m、江戸前期の包含層（土師器皿、土師質

土器焙烙、壁土）

-0.3mで近世以降の包含層。

-1.9mまで現代盛土。

-0.4mまで現代盛土。

NQ3;-0.7m，近世以降の瓦溜。-2.2m，江戸

の包含層（土師器）。-2.5m、平安～中世の湿

地状堆積（須恵器蓋、土師器皿、焼締陶器）

NQ1;-1.4m、近世の包含層。-1.9m以下、黄

褐色細砂の地山。NQ2;-1.64m以下、黄褐色砂

礫の地山。NO3;-1.5m、時期不明の包含層

(土師器）。-2.3m以下、灰オリーブ色砂礫の

地山。恥4;-0.4m、近世以降の包含層。

-0645m，時期不明の包含層。

NQ1;-0.74m、江戸後期の包含層（土師器皿、

焼締陶器摺鉢)｡No2;-1.34m.-1.68m．

-1.94m､江戸後期の包含層（施釉陶器京焼胡麻

妙り、施釉陶器狐人形台座、焼締陶器信楽喪、

染付)3｡NO3;-1.48m以下、にぶい黄褐色粗

砂の地山。

-1.0m、時期不明の包含層。

-0.7m，近世以降の包含層。-1.16m、近世の包

含層

NQ1;-1.1m、暗オリーブ灰色砂泥の湿地状堆積。

-1.47m以下、褐色砂礫の地山。NQ2;-1.03m、

近世以降の包含層。

Om、南北方向の時期不明の暗渠の石組。

NO2;-0.4m、江戸後期の包含層（土師器皿）

-1.0rn、中世の包含層（土師器皿)｡NQ3;

-1.0m、平安後期の包含層（土師器、平瓦）

O8H112

O8H100

O7H444

O8H218

08H326

O8H286

O8H166

07H563

O7H432

O8HO52

O7H587

08H1

O8H342

07H339

HL144

HLO86

HLO30

５
７
８
７
１
２
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ

HL305

HL154

HL131

HLO19

HL220

HL187

HL216

６
８
３
０
３
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ

２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
２
２
２



－44－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

三条二坊八町

三条二坊十三町

三条二坊十三町

三条二坊十五町

三条三坊八町

三条三坊十町

三条三坊十二町

町
町
七
八
坊
坊
四
四
条
条

一
一
一
一
一
一

三条四坊十二町

三条四坊十六町

町
町
八
三
坊
坊
一
一
一

条
条
四
四

四条二坊九町

四条三坊十三町

四条四坊三町

四条四坊十三町

四条四坊十五町

町
町

一
ハ
ー
ハ

十坊
坊
四
一
条
条
四
五

五条二坊二町

五条二坊五町

中・丸太町他地内

中・油小路通姉小路下る宗林町87

中・小川通姉小路下る西堂町

496-4番、499番

中・西洞院通押小路下る押西洞院町

613番1、小川通御池上る下古城町

387番1

中・室町通押小路上る蛸薬師町284-4

中・両替町通押小路下る金吹町

457番地1,457番地3

中・両替町通姉小路下る柿本町398-2

中・高倉通御池上る柊町578番

中・高倉通二条下る瓦町549

中・富小路通三条上る福長町105番地

他

中・麩屋町通二条下る尾張町227

中・壬生馬場町8－8

中・黒門通蛸薬師下る下黒門町

450，452

中・三条通油小路下る三条油小路町

172-3他

中・東洞院通錦小路下る阪東屋町

664-1,664-6

中・東洞院通蛸薬師下る元竹田町

651,651-1

下・四条通寺町西入奈良物町360

中・寺町通六角下る式部町254番地

中・六角通麩屋町西入大黒町94

中・壬生相合町18番1，18番7

下・黒門通綾小路下る塩屋町

173,175-2,綾大宮町52－1

下・猪熊通高辻下る高辻猪熊町

375番地1

8/18，8/29

9/8．10

11/14．

18．20

8/25、

9/4．8．

10．11

8/20．26

9/8．10．

11

11／10．

12．14

6/17．24

9/16～25

4/10．11．

14．15．

17．18・

22，6/6．

9．20

6/23．26、

7/23

10/31~11/12

6/9．10．

11

5/7．8．

14．21．28

10/3．7

7/1

6/12．13

4/15．22

8/11．12

4/7．8。

14．22．25

4/14．15・

16．17

6/17．18

-3.3m以下、黄褐色砂礫の地山。

NQ1;-0.1m，近世以降の句含層。

NQ2;-0.9m，iE世の旬含層。

-1.13m、平安末期～鎌倉の包含層（土師器皿）

-1.37m以下、灰オリーブ色細砂の地山。

-0.9m、室町の包含層（土師器皿、須恵器、瓦

器椀・羽釜、輸入白磁・青磁、焼締陶器喪、石

製品滑石羽釜）。-1.1m.-1.25m、鎌倉の包含

層（土師器皿）2

NO1;-1.7m以下、にぶい黄褐色細砂の地山。

NQ2;-0.83m，近世以降の包含層。-1.05m，

平安～江戸の包含層（輸入白磁、施釉陶器椀、

瓦質土器火鉢）

古墳前～中期・古墳後期・平安前期の包含層を

検出。本報告33ページ。

NQ1;-0.23m、近世以降の土坑と時期不明の落

込。-1.1m、室町の包含層（土師器皿）

NQ3;-0.76m、室町の包含層（土師器皿、平

瓦）。-0.96m、鎌倉の包含層（土師器皿）

-0.9m、時期不明の包含層（土師器、焼締陶器

常滑喪、白磁）。-1.1m、江戸の包含層（土師

器皿、瓦質土製品）。-1.28m.-1.55m、鎌

倉～室町の包含層（土師器皿）2

-2.0m、時期不明の包含層（土師器）

NO1;-0.6m、近世以降の落込。NQ2;-0.7m、

中世の包含層（土師器皿、土製品、平瓦）

NQ1;-2.3m.-2.6m・-2.9m.-3.0m，江戸前

期の包含層（土師器皿、施釉陶器美濃天目椀。

瀬戸天目椀・摺鉢、瓦、壁土)4｡NQ2;

-1.4m、江戸中期の包含層（土師器）。-2.0m

江戸初期の包含層（土師器皿）

NO4;-0.75m，江戸前期の包含層（土師器皿）

-1.0m、時期不明の包含層（土師器）

NO5;-3.1m以下、灰黄褐色微砂の地山。

NQ1;-0.24m.-0.6m、近世以降の包含層2．

-0.72m、時期不明の包含層（土師器）

NQ2;-1.63m、時期不明の包含層（土師器）

-0.45m以下、黄褐色粘土の地山。

NO2;-0.2m，時期不明の包含層（土師器）

-1.48m以下、褐色泥土の地山。

-0.8mまで現代礁士。

-0.8m、近世の包含層。

NO1;-0.8m、江戸中期の包含層（土師器皿、

焼締陶器信楽甕、金属製品鉄製小刀）

NO2;-0.5m，江戸以降の包含層。

-0.52mで灰黄褐色細砂を検出。遺構、遺物は

検出できず。

-3.0mまで現代癖i:．

NO1;-0.6m、江戸後期の包含層（土師器、焼

締陶器信楽播鉢）

-0.5mでにぶい黄褐色泥土を検出。遺構、遺物

は検出できず。

-0.22m、中世の包含層（土師器皿、須恵器）

O8H126

08H161

O8H247

O8HO67

O8H200

O8HO25

O8H125

O7H578

08H210

O7H183

O7H596

O8H157

08HO45

O8HOO5

O8H269

O7H545

O8HO64

O8HOO9

O8H148

07H520

O7H574

O8HOO4

５
７
６
９
１
１
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ

HL288

HL181

HL173

HL196

HL282

８
４
８
０
Ｏ
２
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ

HLO16

HLO94

５
４
６
７
２
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ

HLO46

HL237

HL103

HLO84

HLO29

HL161

HLOO9

HLO26

HLO89

２
２
２
２
３
３
３
３
３
５
３
４
４
４
５
５
５
５
‐
５
４
４
４



－45－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

五条二坊十一町

五条二坊十三町

五条二坊十六町

五条三坊十五町

町
町
四
九
坊
坊
四
三
条
条
五
六

六条三坊十五町

六条四坊十町

七条二坊七町

七条二坊十五町

七条二坊十六町

七条三坊一町

町
町

一
一
一
ハ

坊
坊

一
一
一
一
一
一

条
条
七
七

下・西高辻町他地内

下京区高辻通東中筋西入永養寺町232

下・西洞院通四条下る妙伝寺町598,687、

691-1,692-2,693-1,693-2，695－1

下・仏光寺通烏丸東入上柳町310他

下・東洞院通高辻下る燈籠町599番1

下・諏訪町通松原下る弁財天町327

下・五条通烏丸東入松屋町

432，429，430－1，430－2

下・本明神町417

下・堀川通花屋町下る本願寺門前町60

下・油小路通花屋町下る仏具屋町

228-2,228-3

下・西洞院通六条下る西側町

194,506合併

下・若宮町548,550

下・若宮通花屋町下る四本松町579番地

下・烏丸通七条上る常葉町754

11/4．5．

10．12・

14．26

6/3．9、

7/7～10、

8/29、

9/1．2

9/2

9/26、

10/1．6．

9

12/8

8/22～

9/29

6/18、

8/25．26

11/4．10

7/8～15

7/30．31、

8/1．4°

6．7

10/2．3．

7

8/21．26

8/8

5/19～

7/23

NO1;-0.22m～-1.2m、近世及び時期不明の路

面及び整地層12｡NO2;-0.12m～-1.12m、近

世以降及び時期不明の路面及び整地層11。

NO4;-0.45m～-0.91m、時期不明の路面及び

整地層5．路面はそれぞれ油小路に位置する。

NQ1;-1.0m、中世の包含層（土師器皿・椀

瓦器）。-1.4mで平安後期の包含層（土師器皿、

緑釉陶器椀、瓦器椀）を切って時期不明のピッ

ﾄ。-1.6m以下、黄褐色砂泥の地山。NO2;

－0．8m，中世～江戸前期の包含層（施釉陶器天

目椀、焼締陶器常滑播鉢）。-1.45m，室町の包

含層（土師器皿、焼締陶器壷）。-1.6m以下、

黄褐色砂泥の地山。Nn3;-1.25m、平安～江戸

前期の包含層（土師器皿、須恵器喪）。-1.36m

で黄褐色砂泥の地山を切って江戸前期の落込（

土師器皿、施釉陶器唐津）。NO4;-1.24m，江

戸中期以降の土坑（土師器皿、染付鉢、焼締陶

器擢鉢、青磁皿）と江戸前期の落込（土師器皿）

NQ5;-1.23m，中世～江戸の土坑（土師器皿、

施釉陶器志野皿、焼締陶器信楽摺鉢）

-0.5m、近世以降の包含層。

NO1;-0.5m、中世～江戸の包含層（土師器皿）

-1.0m，室町の包含層（土師器皿、瓦器羽釜、

平瓦）。-1.4mで褐色砂泥の地山を切って平安

末期～鎌倉の落込（輸入白磁椀、施釉陶器古瀬
一

戸、 平瓦）と平安後期の土坑（土師器皿、施釉

陶器山茶椀)｡NQ2;-1.1m、室町の包含層（

土師器皿、焼締陶器喪)｡NQ3;BM-2.43m，

室町後期の土坑（土師器皿、瓦器羽釜､･施釉陶

器、焼締陶器喪）

-0.9mまで現代盛土。

NO1;-1.0m，近世以降の包含層。-1.1m，室

町末期～桃山の包含層（土師器皿､瓦器)｡NO2;

-0.1m.-0.4m.-0.5m，近世以降の包含層3．

NQ1;-0.16m、近世以降の包含層。

NQ2;-2.07m以下、にぶい黄褐色砂礫の地山。

-1.25m，近世以降の包含層。

-0.95mまで現代盛土。発掘調査済地点。

NO1;-0.2m、近世以降の包含層。-1.0mで平

安末～鎌倉の包含層（土師器皿、須恵器鉢）を

切って鎌倉のピット（土師器皿、焼締陶器常滑

甕)｡NQ2;-0.7m.-0.95m、江戸前期の包含

層（土師器皿、輸入明染付皿）2．－1.6m以下、

灰黄褐色砂礫の地山。NO3;-0.34m、近世以降

の包含層。-1.0m、平安末期の包含層（土師器

皿）。NO4;-0.2m.-0.7mで近世以降の包含層2．

NO1;-0.75m、近世以降の包含層。-1.1m、平

安の包含層（平瓦）。-1.45m，平安中期の包含

層（土師器皿)｡NO2;-0.9m.-1.1mで近世

の包含層2．－1.8m以下、褐色砂礫の地山。

-0.15mで灰褐色砂泥を検出。遺構、遺物は検出

できず。

-0.27mまで現代盛土。

NQ5;-1.0m，江戸後期の包含層（施釉陶器椀、

磁器椀)｡NO9;-0.12m、江戸後期の包含層

(施釉陶器椀）。-0.55m、時期不明の包含層

(土師器)｡No8;-0.12m.-0.37m．

-0.45m，近世以降の包含層3。

O8H176

O7H336

O8H217

O8HO36

泌
如
２
２
Ｈ
Ｈ
８
８
０
０

O8HO60

O8H335

20NO11

08HO55

O8H139

O8H140

脆
“
２
６
Ｈ
Ｈ
８
６
０
０

HL268

HLO70

HL193

HL229

９
９
１
７
３
１
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ

HLO90

９
８
４

６
０
３

２
１
１

Ｌ
Ｌ
Ｌ

Ｈ
Ｈ
Ｈ

HL236

HL176

９
１
５
６
１
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ
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７



平安京右京(HR)

－46－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

七条三坊十四町

七条三坊十五町

七条四坊十一町

七条四坊十三町

八条一坊一町

八条一坊十三町

八条一坊十六町

八条二坊十町

八条二坊十二町

八条三坊一町

八条三坊四町

八条三坊七町

町
町
町

九
九
五十

坊
坊
坊

四
四
四

条
条
条

八
八
八

九条一坊十六町

九条二坊二町

九条二坊六町

町
町
町
町

三
四
十
二

十
十
十

坊
坊
坊
坊

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

条
条
条
条

九
九
九
九

下・東洞院通正面西入廿人講町17番

下・上数珠屋町通東洞院西入上数珠屋町

329

下・土手町通正面下る紺屋町382番地

下・七条通木屋町上る大宮町211番4

下・観喜寺町3番8，3番16

南・八条町417-2，八条坊門町6-1

下・大宮通木津屋橋上る上之町425-1、

425-2,427-1

下・東堀川通木津屋橋下る御方紺屋町

1番1

南・西九条寺ノ前町2番1

下京区木津屋橋通新町西入東塩小路町

597-3,597の一部

南・西九条院町1番2，

下・東塩小路釜殿町1番9

下・木津屋橋通新町東入東塩小路町～

木津屋橋通烏丸西入東塩小路町地先

下・材木町、郷之町、上之町

下・材木町～上之町地先

下・上之町

南・大宮通八条下る九条町621番地

南・大宮通東側針小路通～九条通

地内

南・西九条唐橋町64番、65番

南・九条通北側、油小路通～烏丸通地内

南・西九条春日町46番地（一部）

南・東九条上殿田町1－3，1－4－1

南・東九条南烏丸町24，25，26

27－1，28－1，29，30，31

7/7～10・

14

4/1．2

4/11～18

11/20．25

12/1．2

11/7

7/28～31

11/26

6/11～23

8/18～22．

25

5/7．8．9

5/12～8/22

4/23～7/2

8/25～12/16

5/19．26・

27

8/4

8/1～

11/17

8/4～6

7/28～11/25

11/17．25

10/9．15

4/8．11．

14

NQ1;-1.0m、鎌倉の包含層（土師器皿）

-1.25m、平安後～鎌倉の包含層（土師器皿）

NQ3;-1.46m、鎌倉の包含層（土師器皿、須恵

器喪、瓦器盤）。-1.25m、平安末～鎌倉の包含

層（土師器皿）

NQ1;-0.34m、江戸後期の包含層（焼締陶器信

楽播鉢）。NO2;-1.2m，近世以降の包含層。

-1.0m以下、にぶい黄褐色粗砂の地山。

-0.5m、近世以降の包含層。-0.54m、近世の包

含層。-0.69m以下、黄褐色細砂の氾濫状堆積。

-1.7rnまで現代癖十一

-2.2m以下、暗褐色砂礫の地山。

-2.3mまで現代鱒1て、

-0.2mまで現代礁十〃

-0.7m、近代の包含層。

平安前期の地鎮遺構を検出。本報告9ページ。

-0.5m，中世の包含層（土師器皿）

-0.7m以下、褐灰色砂礫の地山。

-1.2mまで現代癖十一

-1.6m以下、暗褐色砂礫の地山。

-1.6mまで現代癖十．

-0.9mで黄褐色泥土を検出。遺構、遺物は検出

できず。

-0.57mまで現代盛土。

NQ1;-0.85mで灰オリーブ色砂泥を検出。

Nn2;-0.8mでオリーブ灰色微砂を検出。遺構、

遺物は検出できず。

-0.95m，室町の包含層（土師器皿）。－1d05m、

室町の土坑（土師器皿）。-1.85m以下、灰オ

リーブ色砂礫の地山。

-1.29m以下、褐色砂礫の地山。

-0.93m以下、灰黄褐色細砂の氾濫状堆積。

-1.03m以下、灰オリーブ色細砂の地山。

-0.64m、江戸中期以降の包含層（施釉陶器把手

付き壷、落し蓋）。-1.7m以下、灰黄褐色粗砂

の地山。

O7H605

O7H455

O7H504

08H182

O7H567

08H135

07H599

O8H388

O7H411

08H121

O5H359

O8HO53

O7H555

06H676

07H610

O8H127

07H557

O7H508

O7H611

08H223

08H225

07H346

HL106

HLOO1
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２
２
０
Ｏ
３
Ｌ
Ｌ
Ｈ
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０
０
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１
８
３

３
２
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Ｌ
Ｌ
Ｌ

Ｈ
Ｈ
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HL306

HLO81

HL164

HLO47

HLO55

５
０
０

３
８
６

０
１
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Ｌ
Ｌ
Ｌ

Ｈ
Ｈ
Ｈ

２
３
５
４
１
１
Ｌ
Ｌ
Ｈ
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３
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１

１
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皿
皿
皿
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

北辺二坊七町

北辺二坊七町

北辺二坊八町

一条三坊四町

北・大将軍西町158

北・大将軍西町163,166番地

北・大将軍西町

200-1,200-2,200-3，200-5

中・西ノ京南大炊御門町18－1，18－2

7/11．14。

16．17

7/17～

10/16

9/24

10/24～28

NQ1;BM-0.36m，平安前期の士坑（土師器杯）

BM-0.66m以下、にぶい黄榿色粘土の地山。

NQ2;BM-0.15m、時期不明の包含層（土師器

喪、平瓦)｡BM-0.19mで時期不明の包含層

(土師器）を切って時期不明の士坑（土師器）

BM-0.55m以下、にぶい黄榿色粘土の地山。

NQ3;BM-0.5m、平安の包含層（土師器、緑釉

陶器)｡BM-0.6m，時期不明のピット（土師

器）。BM-0.7m以下、にぶい黄榿色砂泥の地山。

平安前期の井戸を検出。本報告13ページ。

BM-0.3mまで現代癖十・

-0.35m以下、明黄褐色砂泥の地山。

O7H579

O7H600

O8H248

O8H232

HR115

HR122

HR221

HR261

９
９
９
８



付番号 沓No．

千小山町9

上壷井町4

肯壺井町5

ｷ馬塚町1

土匪f雰肘1.1

千小山町9

上壷井町4

肯壺井町5

ｷ馬塚町1

土匪f雰肘1.1

〕､6

1⑥

〕､6

1⑥

〕､6

1⑥

〕､6

1⑥

『現代盛土。

親代盛土。

『、黄褐色微砂の土

時期不明の包含層

褐色泥士を検出。

『現代盛土。

親代盛土。

『、黄褐色微砂の土

時期不明の包含層

褐色泥士を検出。

『現代盛土。

親代盛土。

『、黄褐色微砂の土

時期不明の包含層

褐色泥士を検出。

『現代盛土。

親代盛土。

『、黄褐色微砂の土

時期不明の包含層

褐色泥士を検出。

燗
中
中
右
右

燗
中
中
右
右

好
一
牙
啓

ノ
ノ
塞

凹
酉
犬

好
一
牙
啓

ノ
ノ
塞

凹
酉
犬

f、四ノ泉水卒脚｣乙乙－1．

右・山ノ内西八反田町6-1,6

ね・千隼神明町1-164＝一

f、四ノ泉水卒脚｣乙乙－1．

右・山ノ内西八反田町6-1,6

ね・千隼神明町1-164＝一 雪褐色砂泥を検出｡遺構&這雪褐色砂泥を検出｡遺構&這雪褐色砂泥を検出｡遺構&這雪褐色砂泥を検出｡遺構&這0．36

ま検上

0．36

ま検上

0．36

ま検上

0．36

ま検上

(下、明黄褐色砂礫の地山。

、平安の包含層（須恵器、平瓦）

､時期不明の落込｡〆

以下､灰オリーブ色粘土の地山。

0.94m，時期不明の包含層（土師

D.9m、時期不明の包含層（土師2

-1.06m以下、明黄褐色泥土の地
i

iで現代盛土｡

(下、明褐色粗砂の地山。

？〒童錘壼

(下、明黄褐色砂礫の地山。

、平安の包含層（須恵器、平瓦）

､時期不明の落込｡〆

以下､灰オリーブ色粘土の地山。

0.94m，時期不明の包含層（土師

0.9m、時期不明の包含層（土師2

-1.06m以下、明黄褐色泥土の地
i

iで現代盛土｡

(下、明褐色粗砂の地山。

？〒童錘壼

(下、明黄褐色砂礫の地山。

、平安の包含層（須恵器、平瓦）

､時期不明の落込｡〆

以下､灰オリーブ色粘土の地山。

0.94m，時期不明の包含層（土師

0.9m、時期不明の包含層（土師2

-1.06m以下、明黄褐色泥土の地
i

iで現代盛土｡

(下、明褐色粗砂の地山。

？〒童錘壼

(下、明黄褐色砂礫の地山。

、平安の包含層（須恵器、平瓦）

､時期不明の落込｡〆

以下､灰オリーブ色粘土の地山。

0.94m，時期不明の包含層（土師

0.9m、時期不明の包含層（土師2

-1.06m以下、明黄褐色泥土の地
i

iで現代盛土｡

(下、明褐色粗砂の地山。

？〒童錘壼

十U･士笙森岡｣乙一乙杳地

右・西院上今田町15番卸

十U･士笙森岡｣乙一乙杳地

右・西院上今田町15番卸

-1.9生

h1；

h2；

惹器）

号039江

-0.51r

蝿回鴫

-1.9生
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惹器）

号039江

-0.51r
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号039江
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号039江

-0.51r

蝿回鴫

司・lUノlノ司・lUノlノ

石・山ノ内亦山脚j塑蚕､J4蚕､皿

中・壬生高樋町43-14の一部

中･壬生高樋町43-14の≠部、48
Hl

ﾗ0-3の一部､50－9

中・壬生高樋町21-1の一部

中・仏光寺通中新道西入壬生下清

2番地の5

中・壬生下溝町57－5

屯・壬生東高田町18=2番地

石・山ノ内亦山脚j塑蚕､u4蚕､皿

中・壬生高樋町43-14の一部

中･壬生高樋町43-14の≠部、48
Hl

ﾗ0-3の一部､50－9

中・壬生高樋町21-1の一部

中・仏光寺通中新道西入壬生下清

2番地の5

中・壬生下溝町57－5

屯・壬生東高田町18=2番地
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h5；

灘)6‘

-136江
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巡回時

-1.4rr
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で現代盛土

3m、平安肯

で現代盛土

3m、平安肯

で現代盛土

3m、平安肯

で現代盛土

3m、平安肯 i期の包含層（須恵器冒

黄褐色細砂の地山6:

以降の包含層（施釉随

の包含層』(土師器皿）

》鍵の甑IIL…：

i期の包含層（須恵器冒

黄褐色細砂の地山6:

以降の包含層（施釉随

の包含層』(土師器皿）

》鍵の甑IIL…：

i期の包含層（須恵器冒

黄褐色細砂の地山6:

以降の包含層（施釉随

の包含層』(土師器皿）

》鍵の甑IIL…：

i期の包含層（須恵器冒

黄褐色細砂の地山6:

以降の包含層（施釉随

の包含層』(土師器皿）

》鍵の甑IIL…：

J､8全、
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(下も毒
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工事熱

§で現代

§黒褐存
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工事熱
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§黒褐存
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§黒褐存
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西檜町29番8西檜町29番8

25－10

の一部、4の一部

25－10

の一部、4の一部 浅出。i遺構、遺物は種浅出。i遺構、遺物は種浅出。i遺構、遺物は種浅出。i遺構、遺物は種

まで現代盛土。

§現代盛土｡

ぞ、褐色砂泥の地山。

§現代盛土｡試掘調査済地焦

亨、黄榿色砂泥の地山。

壱ふい成寺卜

まで現代盛土。

§現代盛土｡

ぞ、褐色砂泥の地山。

§現代盛土｡試掘調査済地焦

亨、黄榿色砂泥の地山。

壱ふい成寺卜

まで現代盛土。

§現代盛土｡

ぞ、褐色砂泥の地山。

§現代盛土｡試掘調査済地焦

亨、黄榿色砂泥の地山。

壱ふい成寺卜

まで現代盛土。

§現代盛土｡

ぞ、褐色砂泥の地山。

§現代盛土｡試掘調査済地焦

亨、黄榿色砂泥の地山。

壱ふい成寺卜

盲・西院久田町2－1の一部

下・中堂寺北町43-1の一部

下・中堂寺庄ノ内町41－1

F・西七条東御前田町22番の一部

台・西京極豆田町9－1，9－3，9‐

古‘西院南高田町～西京極東メ

也先（一般国道9号）

白・西京極葛野町2

白・西京極葛野町13－1

白・西京極東池田町他7町、

七条御所ノ内西町他4町

台・西京極町ﾉ坪町7-2

白・西京極東町16

下・西十目条南貝読町92-4.92‐

盲・西院久田町2－1の一部

下・中堂寺北町43-1の一部

下・中堂寺庄ノ内町41－1

F・西七条東御前田町22番の一部

台・西京極豆田町9－1，9－3，9‐

古‘西院南高田町～西京極東メ

也先（一般国道9号）

白・西京極葛野町2

白・西京極葛野町13－1

白・西京極東池田町他7町、

七条御所ノ内西町他4町

台・西京極町ﾉ坪町7-2

白・西京極東町16

下・西十目条南貝読町92-4.92‐

3M-C

-0b33

-0.54

-0.95

-0.67

-18，

3M-C

-0b33

-0.54

-0.95

-0.67

-18，

3M-C

-0b33

-0.54

-0.95

-0.67

-18，

3M-C

-0b33

-0.54

-0.95

-0.67

-18，

0.84m、室町の包含層（土師器皿）

0.96m以下、褐色砂泥の地山｡

ﾕ1；-2.64m以下、黄褐色粘土の地

ﾕ3；-1.95m以下、褐色砂礫の地山

0"mまで現代盛土6:＝

0.3mまで現代盛土。

Z安中期の道祖大路東側溝を検出。
*

0.19m、時期不明の落込。

《回時､T事終了へ

0.84m、室町の包含層（土師器皿）

0.96m以下、褐色砂泥の地山｡

ﾕ1；-2.64m以下、黄褐色粘土の地

ﾕ3；-1.95m以下、褐色砂礫の地山

0"mまで現代盛土6:＝

0.3mまで現代盛土。

Z安中期の道祖大路東側溝を検出。
*

0.19m、時期不明の落込。

《回時､T事終了へ

0.84m、室町の包含層（土師器皿）

0.96m以下、褐色砂泥の地山｡

ﾕ1；-2.64m以下、黄褐色粘土の地

ﾕ3；-1.95m以下、褐色砂礫の地山

0"mまで現代盛土6:＝

0.3mまで現代盛土。

Z安中期の道祖大路東側溝を検出。
*

0.19m、時期不明の落込。

《回時､T事終了へ

0.84m、室町の包含層（土師器皿）

0.96m以下、褐色砂泥の地山｡

ﾕ1；-2.64m以下、黄褐色粘土の地

ﾕ3；-1.95m以下、褐色砂礫の地山

0"mまで現代盛土6:＝

0.3mまで現代盛土。

Z安中期の道祖大路東側溝を検出。
*

0.19m、時期不明の落込。

《回時､T事終了へ

七条御所ノ内四町地先

煮区七条御所ノ内西町7：

打立西大路小学校）

千本通東側、東寺西門涯

地内

喬門脇町40番地

七条御所ノ内四町地先

煮区七条御所ノ内西町7：

打立西大路小学校）

千本通東側、東寺西門涯

地内

喬門脇町40番地

苫墳初期の包含層を検出。本報告苫墳初期の包含層を検出。本報告苫墳初期の包含層を検出。本報告苫墳初期の包含層を検出。本報告

－47－



洛北地区(RH)

－48－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

蟹ヶ坂瓦窯跡

角社瓦窯跡

本山古墳群

八幡古墳群隣接地

南ノ庄田瓦窯跡

植物園北遺跡

植物園北遺跡

植物園北遺跡

大徳寺旧境内

御土居跡

御土居跡

北山蓮台寺境内

紫野斎院跡

紫野斎院跡

北野鳥居前町遺跡

北野遺跡

北野遺跡．

北野廃寺

上 京 遺跡

域
域
旧
旧
内
内
ノ
ノ
寺
寺

相国寺旧境内．

上御霊遺跡

相国寺旧境内

上京遺跡．

相国寺旧境内

上
｡_

泉 遺跡

上京遺跡

上 京 遺跡

上京遺跡

上 京 遺跡

上京遺跡。

革堂跡

室町殿跡

(花の御所）

寺町旧域

北・西賀茂蟹ケ坂町26-2の一部

北・大宮西総門口町1－6

左・岩倉幡枝町（洛北第三地区土地区

画整備事業内）地内

左・岩倉幡枝町地内

左・下鴨北茶ノ木町4

北・上賀茂榊田町35番地1，35番地2

北・上賀茂岩ケ垣内町79-1

北・紫野大徳寺町74

北・紫竹西栗栖町11-1番地、2番地

北・紫野西御土居町1-4他

北・紫野十二坊町6番

上・大宮通臓山寺上る西入社横町

288番地

上・瞳山寺通大宮西入東社町

329番地、331番地等．

上・御前通今出川上る鳥居前町671番、

664番6，五辻通七本松西入二丁目西

柳町598番、五辻通七本松西入上る老

松町103番78

上・一条通御前西入三丁目西町

25番地の1，25番地の2，25番地の4、

26番地の1及び27番地

北・北野上白梅町8番地

上・大宮通寺ノ内上る三丁目北仲之町

511，513，507－3

北・紫野宮東町1－70

上・下之町通烏丸東入る相国寺門前町

地先

上・室町通寺ノ内上る下柳原北半町

215，217

上・室町通上立売上る室町頭町

257番地、259-1番地

上・寺ノ内通堀川西入東西町

372番、372番1

上・大宮通寺之内下る東入西北小路町

444-1

上・小川通上立売下る上小川町

118－5，118－6

上・小川通元誓願寺下る靭屋町502-2

502-3,504-7,油小路通元誓願寺下る

戒光寺町495-2

上・武者小路通小川東入西無車小路町

602番地

上・油小路通一条上る元百万遍町

549,550

上・衣棚通今出川上る畠山町209番の2

上・今出川通寺町東入一真町81番地

12/2

12/25

4/9～5/21

9/25

9/24．25

8/7．8

7/23～8/1

8/1～10/1

9/16．17．

19．22

6/18．20．

23．25

5/12．13

12/8．9

8/21・

22．26

12/8

12/16．19

10/10．15

9/10．12

10/14～17

5/1～23

10/3．6．

8．10

11/6．10

6/23～7/］

8/18～20・

26

9/29．30、

10/1

9/1．2．5

7/～8/26

7/31、

8/1．4

10/17．2（

8/25，9/〔

-0.95m以下、明黄褐色粘土の地山。

BM+0.7m～+0.2mまで現代盛土。

NO1;-1.26m以下、灰白色粘土の地山。

NQ4;-0.6m以下、黄榿色泥土の地山。

-1.2m以下、黄色と灰白色細砂の地山。

BM-0.16mまで耕作土。

-0.7m以下、オリーブ褐色砂泥の地山。

NQ1;-1.1m以下、にぶい黄褐色砂礫の地山。

NQ2;-0.5m以下、褐色砂泥の地山。

-0.3mで上面に平坦面を持つ石を検出。

NQ1;-0.43m、時期不明の落込。

NQ2;-0.5m以下、黄褐色砂泥の地山。

NQ1;-1.02m以下、明黄褐色砂泥の地山。

NO2;-0.7m以下、黄褐色砂礫の地山。

NQ1;-0.2m、中世の包含層（土師器皿）

NQ2;-0.16m、中世の包含層（土師器皿）

NO3;-0.14m、中世の包含層（土師器皿、瓦）

-1.0mまで現代需十。

-0.71m、室町の包含層（土師器皿）

-1.0m，時期不明の包含層（土師器）

-1.36m以下、黄褐色シルトの地山。

-0.3mまで現代癖十〃

-0.6m以下、褐色砂泥の地山。

-0.2mまで現代癖十・

BM-0.21m，近代以降の包含層。

-1.07m以下、明黄褐色粘土の地山。

NO2;-0.62m、時期不明の包含層（土師器）

NO4;-0.48m、時期不明の包含層（瓦）

Nol;-0.4m、江戸の包含層（土師器皿、焼締

陶器播鉢)｡No2;-1.3m、室町の包含層（土

師器皿）

-0.65m，近代の包含層｡-1.1m，近世の包含層。

-0.52m、近世以降の瓦溜。-0.95m以下、灰オ

リーブ色砂礫の地山。

-0.45mで黒褐色砂泥を検出。遺構、遺物は検出

できず。

BM-0.8m、近世以降の包含層。

-0.8m，時期不明の包含層。

-0.3m、近世以降の包含層。-0.6mで室町の包含

層（土師器皿）を切って近世以降と近世の落込2。

NO1;-1.1m以下、黄褐色砂礫の地山．

NO2;-0.8m、時期不明の落込。

-0.45m.-0.52m，江戸の包含層（土師器、施

釉陶器、染付椀、白磁）2

-0.4m，中世の包含層（焼締陶器常滑喪）

O8S356

08S410

07S414

O8S293

08S287

08S179

08S120

O8S130

08SO90

O7S431

O7S566

O8S376

O8S146

O8S379

O8S284

O8S192

O8S254

O8S189

08SO38

O8SO59

O8S131

O8SO50

O7S556

O8S136

O8S124

O7S551

O8SO58

O8S275

O8S110

４

４
７
７
７
２
７
９
５
５
１
７
２
７
３
０
０
０
３
５
８
８
５
６
２
１
６
０
２

１
３
１
２
２
５
２
４
０
９
５
２
７
２
３
５
０
５
４
３
７
９
６
３
９
１
４
５
８

３
３
０
２
２
１
１
１
２
０
０
３
１
３
３
２
２
２
０
２
２
０
１
２
１
１
１
２
１

四
囲
四
忠
四
四
四
四
四
四
四
四
四
四
囲
四
囲
出
題
頤
頤
四
四
頤
囲
四
四
四
四

２
３
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

一
千
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

０
０
３
３
１
１
１
４
４
１
１
１
１
１
１
１
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２



太秦地区(UZ)

－49－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

史跡大覚寺御所跡

嵯峨遺跡

嵯峨遺跡

嵯峨遺跡

嵯峨遺跡．

嵯峨北堀町遺跡

音戸山古墳群

音戸山古墳群

仁和寺院家跡

仁和寺院家跡

仁和寺院家跡

常盤柏ノ木古墳群．

草木町遺跡

常盤柏ノ木古墳群．

草木町遺跡

常盤柏ノ木古墳群．

草木町遺跡

常盤柏ノ木古墳群．

草木町遺跡

常盤東ノ町古墳群．

村ノ内町遺跡

常盤東ノ町古墳群．

村ノ内町遺跡

一ノ井遺跡

常盤仲之町遺跡。

広隆寺旧境内

常盤仲之町遺跡．

広隆寺旧境内

上ノ段町遺跡．

多藪町遺跡

多薮町遺跡

門田町遺跡

長福寺境内隣接地

右・北嵯峨名古曽町地先

右・嵯峨釈迦堂大門町35番地の1

(嵯峨小学校）

右・嵯峨天龍寺11-1の一部、

広道町3番の一部

右・嵯峨天龍寺今堀町2－10

右・嵯峨天龍寺今堀町15番9

右・太秦三尾町1=361

右・太秦三尾町1-218,1-354（5号地

右・宇多野馬場町8番1，9番1

右・宇多野御屋敷町1－3

右・常盤御池6番5、常盤山下町5番2

右・常盤下田町11-11（3号地）

右・常盤下田町14-1の一部

右・常盤下田町11-10（2号地）

右・常盤下田町11－1（1号地）

右・常盤東ノ町26-5他

右・常盤東ノ町

6番地、6番地の2，1番地の3の一部

右・太秦垣内町1番地、

太秦一ノ井町1番地

右・太秦東蜂岡町9－39

右・太秦東蜂岡町他地内

右・太秦多藪町19番地9

右・太秦堀ケ内町6番2

右・太秦門田町10番地52の一部

右・梅津北浦町3－1

7/9～11．

14

10/24．27

7/31

7/15～17

9/2～4

9/17

4/28

4/7～6/24

10/8～10

9/25～10/7

11/17

11/19

11/17．18

12/1

6/30、

7/1～3,

8/6．7、

11/5．27、

12/5

8/19．22

5/12．13

6/30～

7/10

7/22

10/22～24

6/4～16

11/12

6/9

NO2;-0.26m、平安前期の包含層（土師器皿．

杯・高杯、須恵器）。-0.5m以下、明黄褐色砂

泥の地山。NQ3;-0.3m、時期不明の包含層

(土師器）。-0.92m以下、明黄褐色砂泥の地山。

-0.25m以下、明黄褐色砂泥の地山。

-1.26m以下、黄褐色砂泥の地山。

-0.17mでオリーブ褐色砂泥の地山を切って時期

不明の土坑（平瓦）

-0.5m以下、褐色砂泥の地山。

BM+0.94m～+0.79mまで現代礁十。

-0.3mまで現代需十。

-0.4In以下､黄榿伝泥十の地山。

-0.5m、平安後期の包含層（土師器皿）

-1.16m以下、時期不明の湿地状堆積。

BM+1.3m以下、黄褐色砂礫の地山。

-0.6mまで現代癖士。

-0.3mまで現代癖十△

-0.15mまで現代礁十．

-0.47mまで現代盛土。

NQ1;-1.6m、時期不明の包含層（土師器、土

製品）。NQ3;-1.7m.-1.87m、時期不明の包

含層（土師器)2｡NO4;-0.65m、近世以降の

包含層。-1.13mで黄褐色砂泥の地山を切って時

期不明のピット。NO5;-0．4m、近世以降の包

含層。-1.14mでにぶい黄色砂泥の地山を切って

時期不明のピット

-0.63mまで現代盛土。試掘調査済地点。

-0.58m、近世の包含層。-1.26m以下、浅黄色

粘土の地山。

BM-0.45m以下、黄褐色砂泥の地山。

-0.61mまで現代癖士。

NO1;-0.18m、近世の包含層。-0.31m以下、

黄褐色砂泥の地山。NQ2;-0.1m、近世以降の

包含層。-0.3m以下、明黄褐色砂泥の地山。

-0.5m以下、黄褐色泥土の地山。

-0.5mまで現代癖十・

-1.02mで暗褐色泥砂を検出。遺構、遺物は検出

できず。

20NOO2

O8S338

O8S188

O8SO95

O8SO82

O8S211

07S607

07S313

08S262

O8S253

08S305

O8S183

O8S306

O8S307

O7S443

O7S580

O7S473

O8S109

O3S294

O8S178

O8SO48

08SO31

07S554

UZ111

UZ262

UZ141

UZ119

UZ194

UZ206

UZO40

UZO11

UZ246

UZ228

UZ293

UZ299

UZ294

UZ311

UZ100

UZ167

UZO56

UZO97

UZ124

UZ260

UZO71

UZ286

UZO77

３
４
４
４
４
５
５
７

４

坐
坐
今
今
冬
坐
令

２
２
２
２
２
２
２
２

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１



北白川地区(KS)

洛東地区(RT)

－50－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

修学院遺跡

一乗寺向畑町遺跡

田中構

田中構

ｰ

え
》
え

跡
跡

上終町遺跡。

北白川廃寺

北白川廃寺

北白川廃寺

吉田二本松町遺跡。

吉田上大路町遺跡

吉田二本松町遺跡．

吉田上大路町遺跡

岡崎遺跡

得長寿院跡

岡崎遺跡．

尊勝寺跡隣接地

岡崎遺跡。

延勝寺跡

岡崎遺跡

法勝寺跡

岡崎遺跡。

法勝寺跡

岡崎遺跡

法勝寺跡

岡崎遺跡。

法勝寺跡

白河街区跡

白河街区跡

禅林寺境内

左・檜峠町11-15,11-26,11-28

23-2,23-3,35-2

左・一乗寺向畑町4

１
２
－
－
６
６
１
１
町
町
内
内
ノ
ノ
里
里
中
中
田
田
左
左

左・北白川堂ノ前町26-1

左・北白川大堂町39－2

左・北白川上別当町17

左・吉田二本松町4－5，4－7，4－8

左・吉田中大路町3番1

左・聖護院蓮華蔵町61

左・岡崎徳成町18

左・岡崎成勝寺町5-5

左・岡崎天王町62-26

左・岡崎南御所町9-4他5筆

左・岡崎天王町地先

左・岡崎法勝寺町岡崎公園内

左・聖護院西町

21番39,21番40及び21番110

左・川端二条下る一筋目東入上る新車

屋町175-1,175-5の一部、175-6の

一部、175-7の一部、175-8の一部、

175-9の一部

左・若王子町33（若王子取水池）地内

11/11．19

4/1．2．3

０
０
３
３
一
一
４
４
２
２
ノ
ノ
９
９

11/11

8/6

9/11．12

7/2～4．

7～9．11．

14

7/14、

8/29

8/25

11/17・

18．20

5/13

4/23

6/30

7/22．24

11/4．10

11/17．20

7/14～16．

18．23

9/18～10/15

-0.3m以下、黄褐色細砂の地山。

GL+0.7m以下、明黄褐色粗砂の地山。

-0.8m、褐色砂礫の氾濫状堆積。

-1.58mまで現代盛土。

-0.3m、時期不明の包含層（土師器）

BM+0.66m～+0.51mまで現代癖士。

BM+0.13mで暗オリーブ色砂泥を検出。以降、

遺物は検出できず。

NOl;-0.75mでにぶい黄榿色粗砂の地山を切っ

て時期不明の落込。NQ2;-0．6mでにぶい黄榿

色粗砂の地山を切って時期不明の落込。

NO3;-0.7mでにぶい黄榿色粗砂の地山を切っ

て時期不明の落込。No4;-0.85mでにぶい黄榿

色粗砂の地山を切って時期不明の落込。

-0.41nまで現代祷十”

-0.34mまで現代盛土。

-0.55m，近代の包含層。

-1.06mで黒褐色泥砂を検出。遺構、遺物は検出

できず。

-0.46mまで現代癖十一

-0.1mまで現代廟十．

-0.fn、近世以降の包含層。

-0.25mまで現代盛土。

-0.7m，近世の包含層。-1.0m、江戸の包含層

(土師器皿）

NQ1;-0.32m，近世以降の包含層。-0.7m、時

期不明の包含層（土師器）

NQ2;-0.53m.-0.9m，時期不明の包含層（土

師器）2

-2.0mまで現代盛土。

O8SO93

O7S542

08S172

08S173

08S311

O8S184

08S245

O8SO76

O8S111

O8R162

O8R317

O8RO15

O7R609

O8R114

O8R142

O8R341

O8S364

O8SO18

O8SO12

KS284

３
３
４
５

０
２
２
８

０
２
２
２

庵
琿
妬
晦

KS155

KS202

KS104

KS118

KS183

KS295

KSO58

KSO36

KSO98

KS125

KS271

KS296

KS117

KS211

24-8

25－1

17

17

17

17

17

17

17

17

17

17

17

17

17

17

17

17

17

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

法興院跡

御土居跡

六波羅政庁跡．

内
跡
境
庁
祷
剛
鵬
波

一
ハ
ー
ハ

六波羅政庁跡

法住寺殿跡・

六波羅政庁跡．

方広寺跡

法住寺殿跡．

六波羅政庁跡

上・伊勢屋町他地内

東・松原通大和大路東入2丁目轆轤町

81番地の1

東・大和大路通五条下る石垣町東側

56番地

東・渋谷通本町東入四丁目鐘鋳町

401,403,404

東・茶屋町527

東・茶屋町527

11/20~

12/9

6/9

4/10．11

10/9．

15．16

4/11～

7/23

9/1

-1.45mまで現代癖十一

-0.24m，近世の包含層（土師器、施釉陶器）

-1.4mでにぶい黄榿色砂泥を検出。遺構、遺物

は検出できず。

-1.7rnまで現代癖十・

NO12;-1.1mで明黄褐色泥土の地山を切って時

期不明の溝（瓦製品碑）

-0.43mまで現代盛土。

O8S384

O8SO74

O7S205

O8S143

O7S572

O8S261

Rr303

RrO78

RrO18

Rr249

Rro21

Rrl92

25－2

18

18

18

18

18



烏羽地区(TB)

－51－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

六波羅政庁跡

隣接地

山科本願寺跡

山科本願寺南殿跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣十三塚

勧修寺旧境内

大宅廃寺

大宅遣跡

東・鞘町通正面下る上堀詰町288番地

(元貞教小学校）

山・西野広見町5-7

山・音羽伊勢宿町17，18－1，19－6

山・東野森野町23-58

山・西野山中臣町26番地99

山・西野山中臣町44-56

山・勧修寺西北出町57

山・大宅山田113番地他

(京都市立大宅中学校）

7/8～10

4〃8

10/27～31

5/30

10/6

4/30

10/8

4/25．28，

5/7．9．12

-1.0mまで現代盛土。

-0.14mまで現代盛土。

-0.85m以下、褐色粗砂礫の地山。

-0.54mまで現代盛土。

BM-0.45mで褐色砂泥を検出。遺構、遺物は検

出できず。

-0.7mで褐色泥土を検出。遺構、遺物は検出で

きず。

､-0.7m以下、明黄褐色砂礫の地山。

-0.8mまで現代盛土。

O8SO56

O7S593

08S264

08NO27

08N291

08N023

O8S270

07S422

９
２
４
７
３
３
７
７

０
４
６
６
４
４
４
３

１
０
２
０
２
０
２
０

画
画
虹
画
面
画
画
画

18

２
３
３
３
３
３
１

－
一
一
一
一
－

３
５
３
３
３
３
６

２
２
２
２
２
２
２

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

唐橋遺跡

唐橋遺跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡。

鳥羽遺跡

鳥羽離宮跡．

鳥羽遺跡

鳥羽離宮跡．

鳥羽遺跡

鳥羽離宮跡

鳥羽遺跡

鳥羽離宮跡．

鳥羽遺跡

下鳥羽遺跡

下三栖城跡

淀城跡

南・吉祥院定成町12番地2の一部

南・吉祥院定成町12番地2の一部

伏・竹田西桶ノ井町41番の一部

伏・竹田西桶ノ井町41番の一部

伏・竹田西桶ノ井町41番の一部

伏・竹田西桶ノ井町41番の一部

伏・竹田中内畑町74

伏・竹田浄菩提院町309番地

伏・中島河原田町31番の一部

伏・竹田真幡木町153-1,153-2

伏・竹田真幡木町181,182,183

伏・中島秋ノ山町100番1

伏・中島秋ノ山町133番1

伏・中島秋ノ山町134

伏・下鳥羽東芹川町39番地

伏・横大路下三栖辻堂町

56番の一部、60番の一部

伏・淀下津町281-3

9/22～29

9/22．24．

25．29

4/11

4/11

4/11

4/11

9/10

12/19

12/2

8/29，9/1

8/29

7/28．29、

8/1

5/7．9

7/17．18

12/16

4/14・

17．21

7/29～8/12

-0.5m以下、黄褐色微砂の地山。

-0.38mでにぶい黄褐色砂泥の地山を切って時期

不明の土坑。

-0.3mまで現代盛土。

-0.3mまで現代盛土。

-0.3mまで現代盛土。

-0.35mまで現代盛土。

-0.4mまで現代盛土。

-0.65mまで現代盛土。発掘調査済地点。

-0.4mまで現代祷十。

-0.5m，時期不明の包含層（瓦質土器）

-0.6m、中世の包含層（瓦器羽釜）

-0.42m，中世の包含層（瓦器椀）

試掘調査済地点。

掘削深-0.12mまで現代盛土。試掘調査済地点。

BM-0.16mで褐灰色粘土を検出。

試掘調査済地点、平安後期の遺構を検出。

-0.52mまで現代盛土。試掘調査済地点。

-0.8mまで現代盛土。

-1.0mまで現代盛土。

-0.95m、にぶい黄褐色砂礫の氾濫状堆積。

O8S152

08S151

O7T535

07T536

07T537

０
０
０
０
０
０
０

祗
唖
恐
恐
盃
加

8T1

38

15

12

93

86

78

90

07'1型56

O7T562

O8S390

07S409

O8NG150

８
７
１
１
２
２
祀
函

２
２
２
２
０
３
１
８

０
０
０
０
２
３
３
１

２
３
４
５
１
５
５
９

祀
配
配
弼
祀
皿
祀
祀

'IB188

9IB135

TBO48

TB121

２
８
３
２
３
０
祀
祀

TB137

型
乱
刮
乱
剖
訓
引
証
丑
乱
１
１
１
１
丑
も
２

５
５
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
５
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２



伏見・醍醐地区(FD)

長岡京地区(NG)

－52－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

法性寺跡

極楽寺跡

深草坊町遺跡．

安楽行院跡

御香宮廃寺．

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

太閤堤

醍醐古墳群

醍醐古墳群

史跡醍醐寺境内

伏・深草車阪町17-13,17-14

20-19,20-22,34-36,34-37

伏・深草大門町

25－2，25－3，27－1，27－2

伏・深草坊町12－7

伏・桃山羽柴長吉東町～御香宮門前町

地先

伏・深草中ノ島町21，22

伏・桃山町丹下9（一部）、9－3，9－4

(一部）、9－12（一部）

伏・桃山井伊掃部西町～

9－14（一部）

桃山井伊掃部東町、京町十丁目

伏・京町9丁目61

伏・桃山水野左近東町～

桃山筒井伊賀東町

伏・西町394番地、396番地の一部

伏・桃山町松平筑前～鍋島町

伏・片原町300番52の一部

伏・大坂町600番1,600番4

伏・車町287番地

伏・常盤町～豊後橋町

伏・桃陵町地先

伏・深草大亀谷万帖敷町

862番、863番の3

伏・深草大亀谷東安信町79番

伏・桃山紅雪町206番1

伏・桃山町板倉周防

伏・向島ニノ丸町387-3

伏・醍醐内ヶ井戸12-1他

伏・醍醐内ヶ井戸他東山学園グラウ

ンド（仮称）建設予定地

伏・醍醐赤間南裏町27－3，28

4/7

9/8～10

5/20～

7/10

11/27～

12/19

12/1．2

5/9

8/12

11/4

8/18～

11/14

7/22～28

9/24~12/16

9/26

12/17

9/19

6/30～

7/24

11/4．5

4/1

11/13

11/5

4/30

6/19

5/27

8/25

7/17

-0.1m以下、黄色粘土の地山。

-1.0m、黒色砂泥の湿地状堆積。

NQ2;-0.2m，時期不明の包含層。NQ3;-0.54m

桃山～江戸初期の包含層（焼締陶器信楽播鉢）

Nq4;-0.45m以下、明黄褐色砂泥の地山。

-0.73m以下、明黄褐色粘土の地山。

BM-1.1m、時期不明の整地層。

-0.44mまで現代盛土。

-0.62mまで現代盛土。

-0.45mまで現代盛土。

-0.8mで明黄褐色粘土を検出。遺構、遺物は検

出できず。

-1.0m、近世以降の湿地状堆積の落込。

-1.9m以下、暗オリーブ色砂泥の地山。

-0.9m以下、黄褐色粘土の地山。

-0.4mまで現代祷十。

-0.27mまで現代癖＋、

BM-0.2mまで現代礁十．

NO2;-1．0m，近世以降の包含層。

NQ5;-0.5m以下、にぶい黄榿色砂礫の地山。

-2.35mまで現代癖十・

-1.26m以下、明黄褐色細砂の地山。

-0.2mまで現代盛土。

-1.5mまで現代盛土。

-1.44m以下、黄褐色砂泥の地山。

-0.7mで黄褐色粗砂を検出。遺構、遺物は検出

できず。

-0.5m以下、黄褐色砂礫の地山。

-1.96mまで現代盛土。

BM+1.76m～+1.46mまで現代辱十。

O8SOO1

O8S243

O7S356

08F385

O8F308

08FO46

08F234

O8F347

08F122

O8FO97

08F224

08F160

08F343

08F266

07F583

08F368

07F534

O8F328

08F349

08FO47

07S360

O7S461

08S113

20COO7

FDO12

FD198

FDO63

FD307

２
４
１
５
３
０
ｍ
ｍ

FD162

FD272

FD168

FD127

２
３
３
１
９

５
０
３
３
９

２
２
３
２
０

，
，
，
ｍ
ｍ

FD273

FDOO4

FD287

FD275

FDO44

FDO93

FDO66

FD184

FD123

６
７
８

５
５
５

２
２
２

14

14

14

14

14

14

14

14

14

14

14

14

１
１
１
１
３
１
１
２

一
一
一
一
一
一

４
５
５
５
５
５
６
６
６

１
１
１
１
１
１
２
２
２

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

左京二条四坊七町

左京二条四坊七町

左京四条四坊五町

左京五条二坊十六町

左京五条三坊十六町

左京五条四坊十三町

左京六条四坊五町

左京八条四坊五町

南・久世東土川町

472－1，473，474，475，476

南・久世東土川町

伏・羽束師菱川町

(神川中学校拡張敷地）

伏・羽束師菱川町194の一部

伏・羽束師菱川町282-1

伏・羽束師古川町143-2他地内

伏・淀樋爪町634-2番地他

伏・府道京都守口線、

横大路六反畑～納所星柳地内

5/26～8/4

8/4

7/10～

9/17

8/11．12

4/17～5/2

5/7～7/3

9/18～

10/17

4/2～9/3

長岡京期以前の溝を2条、長岡京期の溝を検出。

本報告21ページ。

時期不明の落込を検出。本報告21ページ。

OP10.0m、奈良～平安の南北溝（土師器杯）

-0.75mまで現代盛土。

-1.22m以下、黄褐色粘土の地山。

-0.4m以下、黄褐色泥土の地山。

OP+7.5m、弥生後期の落込（弥生土器喪=V様

式）

-0.36m，時期不明の路面。-1.0m、黄褐色細砂

の氾濫状堆積。

O7NG470

O8NG191

08NGO13

O8NGO71

07NG558

03NG253

08NGO10

O7NG539

NGO65

０
４
５
１
１
１
Ｇ
Ｇ
Ｎ
Ｎ

０
２
９
２

６
３
４
１

１
０
Ｏ
２

Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

NGOO6 2ー

19

19

19

19

19

19

19

22



南桂川地区(MK)

－53－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

史跡・名勝嵐山

史跡・名勝嵐山・

嵐山谷ヶ辻子町遺跡

松尾十三塚古墳群

松尾十三塚古墳群

松室遺跡

松室遺跡

革嶋館跡

革嶋館跡

上久世遺跡

上久世遺跡

上久世遺跡

大藪遺跡

福西古墳群

福西古墳群

福西古墳群

福西古墳群

福西古墳群

福西古墳群

福西古墳群

福西古墳群

福西古墳群

福西古墳群

福西古墳群

福西古墳群

西・松室北河原町9番地

西・嵐山上海道町48-12

２
７
７
１
－
－
８
６
１
２
町
町
ゲ
ゲ
上
上
追
追
室
室
松
松
西
西

西・松室河原町84番の一部(A棟）

西・松室河原町84番の一部、96番(B棟）

西・川島玉頭町28－1，28－6

西・川島玉頭町

67-4の一部、67－5，67－6の一部

南・久世上久世町350,383-1

南・久世上久世町388-2

南・久世中久世町1丁目45番地の一部

南・久世殿城町481番1

４
５
７
５
５
５
－
－
１
１
町
町
長
長
東
東
枝
枝
大
大
西
西

ｊ
ｊ
地
地
号
号
１
２
く
く
１
２
７
７
５
５
一
－
１
１
町
町
長
長
東
東
枝
枝
大
大
西
西

西・大枝東長町1-573（3号地）

５
６
６
８

７
７
５
７

５
５
５
５

一
一
一
－

１
１
１
１

町
町
町
町

長
長
長
長

東
東
東
東

枝
枝
枝
枝

大
大
大
大

●
●
●
●

西
西
西
西

西・大枝東長町1-577（4号地）

西・大枝東長町1-560の一部

西・大枝東長町1-260

12/15～19

9/2

11／17～19

10/3

4/7

4/7

10/10

6/18

11/5～13

10/3．6

5/9

8/6

5/8

5/8

6/5

6/5

6/11

7/7

8/4

10/6

10/6

11/6

9/17

12/8

-0.6m以下、褐色砂礫の地山。

-0.35mでオリーブ褐色砂泥を検出。遺構、遺物

は検出できず。

-0.15mまで現代盛土。

BM+0.4m～+0.1mまで現代聯士。

-0.34mまで現代盛土。

-0.3mまで現代癖十・

-0.48m、江戸後期の包含層（施釉陶器信楽）

-0.84m以下、黄褐色砂泥の地山。

-0.22m、耕作土。

奈良の溝、弥生～古墳前期の湿地状堆積を検出。

本報告27ページ。

-0.75m，平安の包含層（黒色土器）

-0.16m以下、黄褐色泥土の地山。

-0.4mまで現代礁十。

巡回時、工事終了。

-0.3m以下、黄褐伝泥十の地山。

-0.44mまで現代盛土。

-0.24mで褐色泥土を検出。遺構、遺物は検出で

きず。

-0.2mで明黄褐色泥士を検出。遺構、遺物は検

出できず。

-0.25mまで現代盛土。

-0.4mまで現代癖十・

-0.3m、耕作士。

-0.3m、耕作土。

-0.5mまで現代盛土。

-0.2mまで現代盛土。

-0.2mまで現代盛土。

20NO16

20NO19

08S378

08S237

07S494

07S495

08S303

O8S132

O8S193

O8S272

O7S603

08S201

O8SO16

08SO17

08SO84

08SO85

O8SO83

08S128

08S216

08S256

08S315

08S344

08S242

08S395

８
５
２
９
３
１
Ｋ
Ｋ
Ｍ
Ｍ

９
３
１
１
５

２
２
０
０
２

７
９
３
４
２

睡
砿
砿
唾
睡

MKO92

MK276

“
露
顕
瓢
駆
氾
だ

２
０
１
０
０
０
０

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ

MKO83

ｗ
矼
虹
“
ね
師
誕

１
１
２
２
２
２
３

唾
睡
砿
砿
唾
砿
岻

３
３
４
４
４
４
５
５
６
６
６
４
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

６
６
４
６
６
６
６
６
６
６
６
３
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
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ふりがな

所収遺跡名
ふりがな

所在地
コード

市町村 遺跡番号
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

へいあんきようさきょういち

平安京左京一条
じようしぼうにちようあと

四坊二町跡・
くげまちいせき

公家町遺跡
へいあんきようさきょういち

平安京左京一条
じようしぼうじっちようあと

四坊十町跡・
くげまちいせき

公家町遺跡
へいあんきょう

平安京
さきょうはちじよう

左京八条
さんぼういつちようあと

三坊一町跡
へいあんきょう

平安京
うきょうほくへん

右京北辺
にぼうしちちようあと

二坊七町跡
へいあんきょう

平安京
うきょうさんじよう

右京三条
いちぼうじゅうろくちようあと

一坊十六町跡

きょうとしかみぎようくきょうとぎょえん

京都市上京区京都御苑

3番地

P一一一一一ーー一一ー■■■一一■■■ー■■■■■■ーーー■■■■■■ー一一一ー

きょうとしかみぎようくきょうとぎょえん

京都市上京区京都御苑
おおみやせんとうごしよ

2番地大宮仙洞御所

■.一一一一一ー一一一一■■■ー■■■■■■ーー■■■■■■ーー■■■ーー－－ー■■

きようとししもぎようくきづやぱしどおり

京都市下京区木津屋橋
しんまちにしいるひがししおこうじちょう

通新町西入東塩小路町

597-3,597の一部
ｰ一一一ーーー■■■一一■■■■■■■■■ーー■■■■■■■■■■■■ーーー一一一一ー＝

きようとしきたくたいしようぐんにしまち

京都市北区大将軍西町

163,166番地

＝■■■－－■■■一一一一一一一ー一一一一一一一一一一一■■■■■■■■■。■

きょうとしなかぎようく

京都市中京区
にしのきょうふなづかちよう

西ノ京船塚町7番地の］

26100

ゆ一一一一一一一一一一I■■

26100

■･一一一一一一一一一ー4■■

26100

ｰ一一一一一一一一一■■■＝

26100

■■■■■－－－1■■■－－ーーーー

26100

■■ー一一一一q■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ーI■■

■■ーー■■■■■■■■■q■■■■■ーー■■■ー■■■ーー■■

ーーーq■■一一一一一一■■■ーー一一一

度
分
秒
一
度
分
秒
一
度
分
秒

弱
伽
犯
一
筋
肌
岨
一
糾
開
躯

度
分
秒
一
度
分
秒

弱
肌
”
一
妬
帥
“

135度

分
秒
５
３
４
４

■－■■■－－－－－－一一－一一

135度

分
秒
５
１
４
５

ローー■■■－■■■一－一一一－－－

135度

分
秒
５
２
４
２

■■－－－－■■■－－－－ー一ーー

135度

分
秒
３
２
４
５

一一一一一一一ー■■■■■■■■■ーー＝

135度

44分

10秒

2008/2/28～

2008/3/28

□一一■■■■■■－－－－－－－■■■－－－ーー■■■一ー

2007/11/19～

2008/1/8

■,一一一一一一一■■■一一■■■■■■■■■－－－－一ーq■■

2008/8/18～

2008/8/25

＝■■■－■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■－■■■－－－■■■一一ｰ－－

2008/7/17～

2008/10/16

＝一ー一q■■■一一一一一一一ー一一一■■■q■■■■■■■■＝

2008/3/4

●ー■■■一一ー■■■■■■■■■■■■ー■■■■■■■■■1■■

ヰーーーーー■■■ーーーーー■■■■■■■■

ー一一■■■一一一一一一一一一■■■■■

－ー一一一一一一一一一一一I■■ロ

配水管工事

●ーーー一一一一一一■■■■■■■■■■■■1■■

警備装置

改修工事

■一一一一一－一一一一一ー一■■

共同住宅

■■一一一一ー一一一一一一ーー■■

診療所

■■■■■■■■一一一一－一一一一一一■■

観測装置

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

平安京左京一条

四坊二町跡。

公家町遺跡
■■一一一一一■■■ーー■■■ーq■■ーーーー■■■ーー1■■

平安京左京一条

四坊十町跡

公家町遺跡

平安京

左 京

三坊 一

八条

町跡

平安

右
一
一

京

京

北辺

坊七町跡
ーー一一一一■■■ーー■■■ー■■■■■■一一■■■一一一1■■

平 安

右 京

京

三条

一坊十六町跡

都城跡

＝■■■ーーーー一一一一一ー一一一一

都城跡

都城跡

都城跡

都城跡

江戸時代

一一一一一一一一■■■ー■■■■■■■■■ー■■■ーーーーーーーーq■■

江戸時代

平安時代

平安時代

■■■■■■■■■■■■■■■■■一一一一ー一一一一ー－－－ーー■■■一一

平安時代～

鎌倉時代

庭石、石列、路面

＝一一一一ー1■■一一一一－－ー一一一一一一一ー一一一ー一一一一

石組溝

地鎮遺構、井戸

井戸

ｰ一一一一一一一－－－4■■一一一ーー一一一一一一一一一一一一q■■

溝、路面、溝状遺構

ー一ー一一ｰ一一一一一■■■ー■■■ーー■■■■■■ーーーー1■■Pーーーーー一一ーーーーー

＝－ー－－－－－一一一ー一一一■■■■■■■■■ー■■■■■■■■■■■■■■■■■■ー■■■■■■ーー一ーーｰ＝

土器類

■■一一一一一一一一■■■ー■■■ーー■■■■■■■■■■■■ーーーーーーーーーーー一一一一一■■

土器類

土器類

■一一■■■－■■■－－■■■■■■一一一■■■■■■一一ｰ一一一一一一一一一一ーI■■

■一一一q■■b一一一一一一一一ーーー■■■■■■■■■ーーー一一一一一一一ー

■一一■■■一一一一■■■一一一一ーー■■■■■■■■■ーーーー一一一一一一一一

＝－－－－－－－－－－－一一ーー一ー一一一一一一■■■一一一一＝
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ふりがな

所収遺跡名
ふりがな

所在地
コード

市町村 遺跡番号
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

へいあんきょう

平安京
うきょうはちじよう

右京八条
にぼうじゅうろくちようあと

二坊十六町跡
ながおかきょう

長岡京
さきょうにじよう

左京二条
しぼうしちちようあと

四坊七町跡
ながおかきょう

長岡京
さきょうはちじよう

左京八条
しぼうさんちようあと

四坊三町跡
かみくぜいせき

上久世遺跡

あんきょう

安京
きょうさんじよう

京三条
ぼうはちちようあと

坊八町跡

＝ーー■■■

斗
平
さ
左
彗
一

ちよう

ーーーーーーー

ちかわつ

きようとししもぎようく

京都市下京区
にししちじようみなみつきよみ

西七条南月読町

92－4，92－5

きょうとしみなみくくぜひがし

京都市南区久世東士川
ちよう

町472-1,473,474、

475,476

きようとしふしみくのうそちよう

京都市伏見区納所町

地先

きょうとしみなみく

京都市南区
くぜかみくぜちよう

久世上久世町

350,383-1

一一

■■一一一一一一一■■■■■■■■■■■■■■■－■■■■■■－■■■－－－－一q■■■一一一一

きょうとしなかぎようくむろまちどおり

京都市中京区室町通
おしこうじあがるたこやくしちょう

押小路上る蛸薬師町

284-4

26100

－－－－－一一ー■■■■■■■■■1■■

26100

一一■■■ーーーーーーーーー

26100

■■一一■■■■■■■■■ーーーーーq■■

26100

■■■一一ー■■■■■■■■■■■■ーーー1■■

26100

■■■■■ー■■■ーー■■■ー■■■ーー■■■ーーーー

ーーー一一一一一ーーーーー一一｡■■

■■■ー一一一一一一ーーーーー一一一

763

ーーーーーーー■■■■ーーー一一一一.■■

一

度
分
秒
一
度
分
秒
一
度
分
秒
一
度
分
秒
一
度
分
秒

誕
開
別
一
弘
開
稲
一
糾
別
卿
一
糾
諏
幻
一
弱
帥
妬

135度

分
秒
３
７
４
４

ー■■■ー■■■ーq■■■ーー－－－－－－

135度

分
秒
３
５
４
２

一一一一一一一■■■■■■■■■■■■ー■■■q■■

135度

分
秒
３
６
４
１

ー一一一一一ーー■■■■■■■■■■■■ーq■■

135度

分
秒
２
３
４
４

一ー一一一一ーーー■■■■■■■■■■■■q■■

135度

分
秒
５
８
４
２

2008/10/27．

2008/10/28

＝－－－－－一一一一一一ーーーー■■■■■■q■■ーq■■

2008/5/26～

2008/8/4

■■■■■■■■－－－－一一一一一一ー一一■■■ーq■■■■■。■■

2007/6/4～

2008/1/30

■■■■■■■■－■■■－－－ーー一一一一一一一■■■q■■■■■4■■

2008/11/5～

2008/11/17

■■■■■■■■■■■■■■－－ｰ一一一一一一一一ー■■■■■■■■■1■■

2008/8/20．

2008/8/26

■■ー一一一一一一一一一■■■■■■■■■q■■

Ⅱ■■■■■－－－－■■■1■■P一一一一一一．■■

－－－－－－－－－ー一一一■■■I■■

マ ンション

■■■■■■■■ー■■■ーーーーーーー一一一

擁壁工事．

消火栓新設

一一一一ーー■■■■■■■■■ーーーーー■■■I

排水樋門

改築

一一一一■■■一一■■■－－－－－－ー

共同住宅

－－■■■■■■■■■－－－－－－－－一1■■

住宅

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

平安

右 京

京

八条

二坊十六町跡
＝ー一一一一■■■ーー■■■■■■■■■ー■■■■■■■■■■■■■■■■■■1■■

長 岡

左
－■_二

泉
一
一

京

条

四坊七町跡
■■■■■－■■■－一一一一一一一一－－－－－－4■■

長 岡

左 京

京

八条

跡
一
跡

一

町
一
遺

三
一
世

坊
一
久

四
一
上

■■■■■－－－一一一一一一一一一ｰ一一■■■ーﾛ■■

平 安

左 京

京

三条

三坊八町跡

都城跡

■■－ーー一一一一一一一－－－1■■＝

都城跡

■■一一■■■■■■ーー■■■■■■■■■■■■■■■ーー■■■1■■

都城跡

■■ー■■■■■■■■■■■■■■■ーーーー■■■ーーーー

集落跡

■■－■■■■■■■■■一一■■■■■■－q■■ー一一一‐

都城跡

平安時代

＝一一一■■■ー■■■ーーーーーーーーー一一一一■■■ーーq■■

弥生時代、

奈良時代

＝－－－－ー一一一一一一ーーー■■■■■■ーーーーーーー

飛鳥時代

Ⅱ■■一一一一一一■■■■■■ーー■■■■■■ー■■■ーーーー一一一一一

弥生時代～

古墳時代、

奈良時代
＝ー一一一■■■ー■■■■■■■■■ーーーーー■■■■ー一一ー一一ー1■■

古墳時代、

平安時代

溝

■■■■■■■■■■■ーー■■■ー■■■■■■■■■ーーー■■■一一一一一一一一一一一■■■ーーq■■

溝

＝一一一一一一一一一一一一一■■■■■■ーーーーーーー■■■■■■■■■ー－－4■■

竪穴住居杜、石垣

■■一一一■■■■■■■■■一一一■■■■■■■■■■■■ー一一一一一一一一ーー4■■■■■■ー■■■I■■

湿地状堆積、溝

■■ーーーーーー■■■■■■ーーー一一一一ー■■■ーー■■■ーー■■■一一一一一ー

包含層

土器類
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＝一一一一一一一一一一－一一一一一一一一

都城跡
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一一ー－－－－－－－ー－－■■■一■■■一一■■■■■■■■■一一■■■

包含層
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凡 例

△------.2008年1～3月期（平成19年度）立会調査地点

▲-2008年4～12月期（平成20年度）立会調査地点
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